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レストラン ケベック

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

Q1  

１　24団体
２　32団体
３　79団体

由利本荘市内の
民俗芸能団体数は？ Q2 

１ レンゲ湿原
２ 桑ノ木台湿原
３ 本荘湿原

レンゲツツジなどが群生する
市内の湿原の名前は？

「どの層の人にも満足して帰ってもらいたい」と話す佐々木さん

営業時間／
11：00～
（閉店は季節で変動）
定休日／火曜日

〒015-8501 秋田県由利本荘市尾崎17番地
 Eメール：kouho@city.yurihonjo.akita.jp
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
岩
城
地
域
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ケ
ベ
ッ
ク
」
で
す
。

岩城地域岩城地域「レストラン ケベック」「レストラン ケベック」岩城地域「レストラン ケベック」
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店
主
で
シ
ェ
フ
の
佐
々
木

郁
雄
さ
ん（
53
歳
）に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

晴
れ
た
日
の
夕
日
は
絶
景！

おすすめの一つ、ワタリガニの
パスタ。味はもちろん、見た目
でも楽しませてくれる

盛り付けに真剣
な佐々木さん

木話

レ
営
1
（
定

■
創 
業

　

平
成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
。
当

初
は
従
業
員
の
一
人
だ
っ
た

佐
々
木
さ
ん
が
、10
年
ほ
ど
前

か
ら
二
代
目
の
店
主
と
な
っ
た
。

現
在
は
、
笑
顔
が
輝
く
４
人
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
店
を

切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　
■
店 

内

　

旧
岩
城
町
が
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
州
ガ
ス
ペ
市
と
交
流
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
思

わ
せ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
造
り

に
な
っ
て
い
る
。
木
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
温
か
み
の
あ
る
雰
囲

気
と
、
す
ぐ
そ
こ
に
海
が
見
え

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
特
長
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
、
開
放
感
の
あ

る
テ
ラ
ス
席
で
の
食
事
も
に
ぎ

わ
う
。
家
族
や
仲
間
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
。

■
お
す
す
め

　

道
の
駅
岩
城
に
隣
接
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
客
層
が
幅
広
い

た
め
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方

ま
で
「
家
族
み
ん
な
が
楽
し
め

る
洋
食
」
を
意
識
し
て
い
る
。

　

中
で
も
一
押
し
は
「
エ
ビ
と

ホ
タ
テ
の
焼
き
カ
レ
ー
」。
中
に

隠
さ
れ
た
半
熟
卵
と
た
っ
ぷ
り

の
チ
ー
ズ
を
カ
レ
ー
と
合
わ
せ
、

マ
イ
ル
ド
な
味
わ
い
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
食
べ
た

人
が
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
お
い

し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
「
ワ
タ
リ

ガ
ニ
の
パ
ス
タ
」
も
自
慢
。
お
子

さ
ん
に
も
食
べ
や
す
い
ト
マ
ト

ソ
ー
ス
で
仕
上
げ
て
い
る
。

　
　■
よ
ろ
こ
び

　

一
度
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん

が
二
回
目
に
足
を
運
ん
で
く
れ

た
時
は
う
れ
し
く
な
る
。
苦
労

は
多
い
が
、「
お
い
し
か
っ
た
」

の
言
葉
で
救
わ
れ
る
。
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
地
元
・
岩
城
で

自
分
の
腕
一
本
で
仕
事
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
幸
せ
。

　
■
今 

後

　

長
男
・
次
男
が
料
理
の
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は

自
然
な
流
れ
で
次
の
世
代
に
渡

し
て
い
け
た
ら
。
大
き
な
目
標

は
持
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
愛
さ
れ
る
お
店
で
あ

り
続
け
た
い
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
た

店
内
は
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と

過
ぎ
る
よ
う
な
、
落
ち
着
い
た

空
間
。
お
い
し
い
料
理
を
味
わ

い
な
が
ら
、
室
内
か
ら
も
外
か

ら
も
日
本
海
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

普
段
洋
食
を
好
ん
で
食
べ
な

い
人
か
ら
も
「
た
ま
に
は
悪
く

な
い
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
料
理
を
提
供
し
た
い
と

謙
虚
に
語
る
佐
々
木
さ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
親
し
い
人
を
誘
っ

て
、
海
辺
で
の
食
事
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

夏場は開放感抜群の
テラス席から埋まっ
ていくとのこと

香りも食欲をそそる
焼きカレー。ごろご
ろ入った具材を見つ
けてみては？
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市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
に
は
獅
子

舞
番
楽
や
神
楽
な
ど
が
あ
り
、
79
団
体

が
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

無
形
民
俗
文
化
財
の
内
訳
は
、
国
指
定

が
１
、
県
指
定
が
６
、
市
指
定
が
22
で
す
。

　

国
際
教
養
大
学
が
文
化
庁
の
支
援
を

受
け
、
平
成
22
〜
24
年
に
県
内
の
民
俗

芸
能
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

の
団
体
数
が
突
出
し
て
多
く
、
続
い
て

横
手
市
が
32
、
北
秋
田
市
26
、
に
か
ほ

市
24
、
鹿
角
市
23
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
団
体
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
民

俗
芸
能
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　市内には国指定重要無形民俗文化財の「本海獅子舞番楽」
をはじめ、数々の民俗芸能が保存・伝承されています。これら
は各保存団体によって受け継がれ、神事や祭りを彩りながら
地域コミュニティーの絆を結ぶ役割を果たしています。
　市では、全ての民俗芸能のシンボルとして「（仮称）民俗
芸能伝習拠点施設」の整備を進めており、いよいよ今月下旬
頃に着工する予定です。民俗芸能の保存・伝承、そして地域
資源としての活用などを皆さんと考えてみましょう。

民俗芸能の保存・伝承と活用

本海獅子舞番楽下直根講中「要揃」

3 Yurihonjo city public Relations. 2016

　

ま
た
、「
市
民
俗
芸
能
大
会
」
は
各
地

域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も

ら
い
、
保
存
・
伝
承
の
気
運
を
高
め
よ
う

と
、
平
成
18
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

事
業
で
す
。
今
年
は
10
月
に
岩
城
地
域

で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
鳥
海
山
北
麓
の
獅
子
舞
番
楽
」
記
録

作
成
事
業
は
、
平
成
27
〜
30
年
度
で
本

市
と
に
か
ほ
市
の
獅
子
舞
番
楽
に
係
る

記
録
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。
本
年
度

は
文
化
庁
や
専
門
家
な
ど
が
本
市
全
域

の
獅
子
舞
番
楽
を
調
査
し
ま
す
。

　
「
民
俗
芸
能
伝
習
拠
点
施
設
」
は
、
市
の

全
て
の
民
俗
芸
能
の
シ
ン
ボ
ル
に
位
置

付
け
、
舞
台
や
展
示
室
を
備
え
た
施
設

整
備
事
業
で
す
。
平
成
26
年
度
に
文
化

庁
や
民
俗
文
化
の
学
識
者
な
ど
で
構
成

す
る
整
備
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に

敷
地
造
成
を
完
了
。
今
月
下
旬
頃
に
着
工

予
定
で
す
。

　

舞
台
上
で
の
定
期
公
演
を
通
じ
て
番
楽

や
獅
子
舞
、
祭
り
に
込
め
ら
れ
た
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
国
に
発
信
し
、
地
域

振
興
を
図
り
ま
す
。（
記
事
は
６
〜
７
㌻
）

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
は
文
化
庁

の
支
援
を
受
け
「
民
俗
芸
能
と
祭
り
」

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー

ル
と
連
携
し
た
民
俗
芸
能
体
験
活
動
発

表
や
矢
島
高
校
の
設
定
科
目
「
地
域
学
」

で
の
体
験
学
習
発
表
な
ど
に
も
協
力
し
、

後
継
者
育
成
と
と
も
に
、
民
俗
芸
能
へ

の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
５
年
の
県
文
化
財
調
査

に
よ
る
と
、
市
内
に
は
か
つ
て
１
３
５

団
体
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
56
団
体
の
貴

重
な
芸
能
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

研
究
者
が
注
目
す
る
の
は
、
団
体
数

の
多
さ
に
加
え
、
芸
能
が
多
彩
で
華
や

か
な
こ
と
で
す
。
本
市
の
民
俗
芸
能
を

大
別
す
る
と
番
楽
系
、
神
楽
系
、
獅
子

踊
り
、
人
形
劇
、
そ
の
他
の
盆
踊
り
な

ど
と
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
鳥
海
山

信
仰
や
農
耕
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、

番
楽
や
神
楽
、
獅
子
舞
は
五
穀
豊
穣
や

無
病
息
災
、
厄
除
け
、
安
全
祈
願
な
ど

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
民
俗
芸
能
を
保
存
・
伝
承
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
伝
統
の
技
に
自
信
と

誇
り
、
意
欲
を
持
っ
て
継
承
し
て
も
ら

え
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
民
俗
芸
能
団
体
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
民
俗
芸
能
団
体
が
行
う
用
具
修
理
や

後
継
者
育
成
、
現
地
公
開
な
ど
に
対
す
る

補
助
制
度
で
、
平
成
22
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
ま
で
に
32
団
体
が
45
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
ま
で
補
助
を

継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
民
俗
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
」
は
、

市
内
の
保
存
団
体
の
情
報
交
換
や
交
流

を
目
的
と
し
て
平
成
25
年
度
に
発
足
。

51
団
体
が
加
盟
し
、
５
回
に
わ
た
り
後

継
者
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
民
俗
芸
能
セ
ミ
ナ
ー
（
伝

承
者
学
習
会
）
も
随
時
開
催
中
で
す
。

本　荘
1 日役町獅子踊
2 石脇さんぶつ
3 石脇神楽
4 猿倉人形芝居
5 柴野獅子舞
6 福田獅子舞
7 畑谷獅子舞
8 山田獅子舞
9 平岡獅子踊り
10 赤田獅子舞
11 松ヶ崎八幡神社神楽
12 土谷獅子舞
13 谷地獅子舞
14 中横町神楽
15 埋田獅子舞
16 大簗獅子舞
17 烏川獅子舞
18 船岡獅子舞
19 鳥田目番楽
20 長者屋敷獅子舞
21 雪車町番楽
22 上万願寺神楽
23 南ノ股番楽

大　内
28 北福田のシャギリ
29 新沢八幡神社新沢番楽
30 大倉沢獅子舞
31 岩谷麓獅子舞
32 葛岡獅子舞
33 岩谷町獅子舞
34 高尾山金峰神社御獅子
35 三川獅子舞
36 深沢獅子舞
37 中館獅子舞

矢　島
53 坂之下番楽
54 濁川獅子舞（番楽）
55 熊之子沢神楽
56 八ツ杉星宮大明神神楽
57 沢内獅子舞
58 砂子沢獅子舞
59 築館神楽

鳥　海
60 本海獅子舞番楽上百宅講中
61 本海獅子舞番楽下百宅講中
62 本海獅子舞番楽上直根講中
63 本海獅子舞番楽中直根講中
64 本海獅子舞番楽前ノ沢講中
65 本海獅子舞番楽下直根講中
66 本海獅子舞番楽猿倉講中
67 本海獅子舞番楽興屋講中
68 本海獅子舞番楽二階講中
69 本海獅子舞番楽天池講中
70 本海獅子舞番楽八木山講中
71 本海獅子舞番楽平根講中
72 本海獅子舞番楽提鍋講中
73 大栗沢神楽獅子
74 伏見神楽獅子
75 貝沢神楽獅子
76 秋葉獅子
77 貝沢からうすからみ
78 天神あやとり
79 笹子盆踊り

東由利
38 須郷田神楽
39 舟打場獅子舞
40 地下ノ沢番楽
41 葎沢獅子舞
42 大琴獅子舞
43 黒渕獅子舞
44 新田獅子舞
45 本宮獅子舞

由　利
46 屋敷番楽
47 大日神楽（前郷神楽）
48 奉行免神楽
49 前郷獅子こ踊り
50 新上条獅子舞
51 町村獅子舞
52 蟹沢獅子

岩　城
24 亀田大神楽
25 月山神社獅子舞

西　目
26 潟保八幡神社神楽
27 中沢番楽

※諸事情により活動休止中の18団体を含みます。

新たに整備する（仮称）民俗芸能伝習拠点施設

多彩な演目が披露される
「市民俗芸能大会」

露される
」

「民俗芸能と祭り」ガイドブック
（表紙は日役町獅子踊）
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　わが家も親子二代、この間まで
は孫もやりました。構成員11人の
うち、６人が親子です。獅子舞に
関わる子どもたちが増えればと
願っていますが、難しい課題です。
冨田月山神社獅子舞は市の指定を
受けています。ずっと世襲でやっ
てきましたが、その枠は外し、地
域の人なら誰でもできます。市の
補助を２回受け、３人分の衣装と
幕を更新しました。市の補助が
あって助かります。団体連絡協議
会での交流により他団体の皆さん
と話ができ、勉強になっています。

冨田獅子舞保存会
那須勝弘 会長
（67歳・岩城冨田）

須郷田神楽保存会
柴田和尋 自治会長
（62歳・東由利舘合）

　今、25人の会員で活動していま
す。会員が仕事などで県外に出た
りして容易でない面がありますが、
１人で何役も掛け持ちし、20演目
を伝承しています。１月に県人会
新年会に招かれ、余興で獅子舞を
披露して来ました。長時間の演目
は８月に２回開いている現地公開
で舞い、絶やさないように取り組
んでいます。地域の皆さんには御
祝儀を上げてもらったりして助かっ
ています。伝習拠点施設が整備さ
れることで、番楽が栄えてもらえ
ればと願っています。

屋敷番楽保存会
巴　太吉 会長
（67歳・西沢）

　主に正月とお盆の門回し、お祭
りのみこしに混じって獅子を振り
ます。２年前に若い人が２人入り
ました。獅子舞をやってもらい、
その後、踊りや太鼓を覚えてもらっ
て、１人２役できるようにしてい
ます。昔、その家のおじいさんが
やっていたなど、血筋を引いてい
る若い人に「どうだ、一緒にやら
ないか」と声をかけています。
　市の補助で３代目の獅子頭の破
損修理と塗り直しをします。大変
ですが伝統ですので、やれるうち
は守っていきます。

岩谷麓獅子舞
佐藤正志 代表
（61歳・岩谷麓）

　後継者問題は共通の課題です。
そういう悩みを話し合える場とし
て団体連絡協議会ができてよかっ
た。秋田市に住む長男が録画を見
て独学で学び、３年前から笛を担
当しています。祭りで真剣に神楽
を見ている子どもがいると、親に
声を掛けて誘うようにしています。
市民俗芸能大会に出たり、国民文
化祭の時には仙台市に行かせても
らったりもしました。それは民俗
芸能をやっているからこそであり、
会員の励みになっています。市の
取り組みは積極的だと感じます。

潟保八幡神社神楽
保存会
斎藤　久 会長
（66歳・西目町西目）

　12演目あるうち、今は７演目を
行っています。若い人が入り、10
年ぶりに鳥舞を復活します。市の
補助を受けて雌雄のかぶとをそろ
えました。父親から「番楽は絶対
になくされないものだ。しっかり
やれ」と言い聞かせられました。
17歳で講中に入り50年を超えまし
た。番楽と巡り会えて良かった。
県外での公演に行ったりして、番
楽は集落にとっても誇りになるも
のです。伝習拠点施設ができて若
い伝承者に弾みがつき、やる気が
起きるでしょう。私も楽しみです。

本海獅子舞番楽
八木山講中
佐藤喜久一郎 代表
（71歳・鳥海町上川内）

　笛を吹く人がいなくなり、録音
テープでやっていた時もありまし
たが、メンバーが秋田市の笛の師
匠から習い、ようやく元の姿に
なって３年目です。獅子舞番楽の
課題は、拍子（囃子）を残すこと。
まだ口伝えで拍子を取ることがで
きますので、これを音にしておき
たいと思います。
　私たちのお獅子様は紙でできて
いて傷みが激しく、市の補助で補
修ができました。伝習拠点施設の
舞台に立ち、舞を披露できるよう
になりたいと思います。

はやし

地域の民俗芸能を保存・伝承している団体に話を伺いました
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　子どもたちは高校卒業後は地域
を離れてしまいますが、戻ってき
た時のために、正統な踊りをしっ
かり教えています。いずれ自分た
ちのためだと諭して。矢島高校の
地域学では「からうす舞」を指導
しています。３年目の今年は45人
が参加すると聞いて驚きました。
民俗芸能は、発表する場がなけれ
ば縮小していくと思います。伝習
拠点施設は発表の場になりますの
で、それを刺激にし、一生懸命、
正しいものを教えていくことが必
要だと思います。

坂ノ下番楽保存会
茂木勇一 会長
（66歳・矢島町坂之下）

　小学６年の時に踊り手をやり、
その後若者、今は唄を担当してい
ます。子どもが少なくなり、町内
を離れていた人を呼ぶとか、隣の
町内にも踊り手を募ろうかという
案が出てきています。昔は獅子に
携わった人の子どもしか踊らな
かったものですが、今はもうそう
いう時代ではありませんから。た
だし、踊りで略してならないとこ
ろは強く注意しています。
　私が長く関わってこられた理由
は、やはり獅子こが大好きだから、
愛しているからです。

日役町獅子踊保存会
伊藤　明 会長
（64歳・日役町）

歴史的な価値が高く、
「無形民俗文化財」にも指定
されている本市の民俗芸能。　
その保存・伝承を
地域の皆さんが担っています。　
学識者に伝習拠点施設の
意義を、各団体の皆さんに
伝承活動に取り組む
気概を伺いました。

　

由
利
本
荘
市
に
は
長
い
歴
史
を
持
つ
さ
ま

ざ
ま
な
民
俗
芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
獅

子
舞
だ
け
み
て
も
、
番
楽
の
獅
子
舞
を
は
じ

め
太
神
楽
系
の
獅
子
（
神
楽
獅
子
）、
獅
子
踊

り（
三
匹
獅
子
）、
祈
祷
の
獅
子
舞
な
ど
多
彩

で
す
。
人
形
芝
居
や
各
種
の
踊
り
の
ほ
か
、

祭
礼
・
行
事
な
ど
も
多
く
、
無
形
民
俗
文
化

の
豊
か
な
地
域
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
と
に
獅
子
舞
番
楽
は
鳥
海
山
の
修
験
道

信
仰
と
関
連
し
た
芸
能
で
す
。
か
つ
て
は
市

内
全
域
に
90
カ
所
近
く
も
伝
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
由
利
本
荘
市
の
代
表
的
な
民
俗

芸
能
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

来
年
３
月
に
は
、
鳥
海
町
域
の
鳥
海
山
を

間
近
に
眺
め
ら
れ
る
環
境
に
、
舞
台
・
楽
屋
・

展
示
室
な
ど
を
設
け
た
民
俗
芸
能
伝
習
拠
点

施
設
が
完
成
し
ま
す
。
私
も
長
い
こ
と
民
俗

芸
能
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
た
一
人
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
伝
習
施
設
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
由
利
本
荘
市
の
民
俗
芸

能
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、
そ
れ
が
次
世

代
へ
の
円
滑
な
継
承
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
伝
習
施
設
は
市
内
外

の
人
々
に
地
域
の
民
俗
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
場
、
各
団
体
が
互
い
の
芸

能
を
通
し
て
交
流
す
る
場
、
そ
し
て
後
継
者

を
育
成
す
る
場
と
も
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
は
土
地
に
根
ざ
し
、
そ
の
土
地

に
住
む
人
々
が
伝
え
て
き
た
、
か
け
が
え
の

な
い
民
俗
文
化
で
す
。
地
域
住
民
の
方
々
が

地
元
の
伝
統
芸
能
に
関
心
を
抱
き
、
見
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
今
後
の
継
承
の

力
が
生
ま
れ
ま
す
。

特別寄稿　民俗芸能の拠点としての伝習施設の役割

民
俗
芸
能
学
会
代
表
理
事

　

髙 

山　

 

茂  

先
生 （
69
歳
・
東
京
都
）

髙山先生には「鳥海山北麓の獅子舞番楽調査委員
会 調査委員長」「民俗芸能伝習拠点施設整備検討
委員会委員」としてご尽力を賜っております。

だ
い
か
ぐ
ら

き  

と
う



　

県
内
一
の
伝
承
団
体
数
を
誇
る
本
市

の
民
俗
芸
能
。
そ
の
保
存
・
伝
承
と
文

化
財
公
開
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
的
に
、

市
で
は
鳥
海
地
域
に
民
俗
芸
能
伝
習
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
月

下
旬
頃
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
本
海
獅
子
舞
番
楽
を
は

じ
め
、
市
内
で
継
承
さ
れ
て
い
る
神
楽

や
獅
子
踊
り
、
人
形
芝
居
な
ど
、
全
て

の
民
俗
芸
能
の
伝
承
に
向
け
、
定
期
的

な
公
演
に
よ
る
公
開
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
て
地
域
の
価

値
あ
る
民
俗
文
化
を
全
国
へ
発
信
し
、

鳥
海
山
観
光
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
伝
習
拠
点
施
設
は
、
鳥
海

地
域
の
国
道
１
０
８
号
沿
い
に
あ
る
生
産

物
直
売
所
「
菜
ら
ん
ど
」、
そ
ば
処
「
も
も

や
」
に
隣
接
し
て
建
設
し
ま
す
。
完
成

は
来
年
３
月
で
、
総
事
業
費
は
約
３
億

６
０
０
０
万
円
で
す
。

　

施
設
は
木
造
平
屋
建
て
で
延
べ
床
面

積
は
８
５
９
平
方
㍍
。
大
き
な
切
り
妻

屋
根
の
ほ
か
、
外
側
に
雁
木
風
の
ひ
さ

し
を
設
け
る
な
ど
、
外
観
は
古
民
家
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
造
り
で
す
。

　

幅
４
間
（
約
７
・
３
㍍
）
の
舞
台
を

備
え
た
「
公
演
会
場
」
は
62
畳
の
和
室
。

舞
台
を
正
面
と
左
右
の
３
方
向
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
、
板
の
間
を
含
め
、
最
大

で
１
５
０
人
の
鑑
賞
が
可
能
で
す
。
公
演

の
な
い
日
も
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
動
画

を
映
し
、
市
内
各
地
の
芸
能
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
展
示
室
」
に
は
獅
子
頭
や
面
、

衣
装
な
ど
の
資
料
を
常
設
。「
楽
屋
」
は

３
室
あ
り
、
会
議
室
や
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。「
ラ
ウ
ン
ジ
」

で
は
鳥
海
山
を
眺
め
て
く
つ
ろ
い
だ
り
、

市
内
の
観
光
情
報
な
ど
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

民
俗
芸
能
の
多
彩
な
演
目
を
間
近
に
鑑

賞
で
き
る
専
用
施
設
と
な
り
ま
す
。
真

新
し
い
舞
台
で
披
露
さ
れ
る
伝
統
の
芸

や
舞
を
市
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
待

ち
望
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
民
俗
芸
能
保
存
団
体
の
協
力

を
得
て
、
毎
月
１
回
の
定
期
公
演
や
常

設
展
、
企
画
展
な
ど
を
開
催
す
る
計
画

で
す
。

　

舞
や
踊
り
を
披
露
す
る
機
会
が
増
え

る
こ
と
は
伝
承
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
演
を
通
じ
て
多
く
の
皆
さ
ん

に
芸
能
へ
の
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、「
民
俗
芸
能
の
宝
庫
」
と

言
わ
れ
る
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
フ
ァ
ン

の
裾
野
を
広
げ
ま
す
。
各
保
存
会
の
発
表

の
場
を
設
け
て
地
域
に
伝
わ
る
芸
能
や

祭
り
を
紹
介
し
な
が
ら
、
伝
承
活
動
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
か
ら
は
国
指
定
史
跡
の
鳥
海
山

を
一
望
で
き
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で

民
俗
芸
能
を
育
ん
で
き
た
地
域
の
歴
史

や
風
土
に
触
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
仙

台
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
や
交
流
の

拡
大
、
知
名
度
の
向
上
が
期
待
で
き
る

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
拠
点
施
設
か
ら
市
内
各
地
の
民
俗

芸
能
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、

由
利
高
原
鉄
道
や
宿
泊
施
設
な
ど
と
連
携

し
、
鳥
海
山
観
光
の
振
興
、
地
域
文
化
を

活
用
し
た
滞
在
型
周
遊
観
光
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

国道108号沿いに造成された
民俗芸能伝習拠点施設建設地

市
内
各
地
の
民
俗
芸
能
を
堪
能
で
き
る
施
設
に

民
俗
芸
能
の
公
演
を
伝
習
と
観
光
振
興
に
活
用
し
、フ
ァ
ン
を
広
げ
る
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「（
仮
称
）民
俗
芸
能
伝
習
拠
点
施
設
」
は
、
本

市
の
民
俗
芸
能
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
、

市
内
全
て
の
民
俗
芸
能
の
伝
習
・
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
拠
点
施
設
の「
愛
称
」を
広
く
募
集
し
ま
す
。

身
近
で
広
く
親
し
ま
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
愛
称
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

１　

応
募
規
定　

ど
な
た
で
も
応
募
い
た
だ

け
ま
す
。
応
募
点
数
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

２　

構
成　

作
品
は
「
漢
字
」「
ひ
ら
が
な
」

で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。
漢
字
に
は

ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
が
木
造
平
屋
建
て
の
古
民
家
風
で
あ

る
こ
と
や
番
楽
・
神
楽
・
人
形
芝
居
な
ど
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
芸
能
の
総
称
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
愛
称
を
ご
提
案
く
だ
さ

い
。

３　

応
募
方
法　

①
愛
称
の
案
、②
愛
称
の

理
由
、③
氏
名（
ふ
り
が
な
）、④
住
所
、⑤
年

齢
、⑥
性
別
、⑦
職
業
、⑧
電
話
番
号
を
明
記

し
、
ハ
ガ
キ
、
封
筒
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採

用
さ
れ
た
作
品
の
権
利
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

（
補
作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

４　

応
募
先　

〒
０
１
８
―
０
６
９
２　

由

利
本
荘
市
西
目
町
沼
田
字
弁
天
前
40
―
61

　

由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
文
化
課

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

０
１
８
４
―
３
３
―
３
７
４
１

◇
電
子
メ
ー
ル

　

bunka@
city.yurihonjo.akita.jp

◇
持
参
先　

文
化
課
ま
た
は
各
教
育
学
習
課
、

　

市
役
所
本
庁
総
合
窓
口

５　

募
集
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

６　

賞　

名
付
け
親
賞
に
地
元
特
産
品
を
贈

呈
し
ま
す
。（
同
名
が
複
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
）

７　

選
定　

施
設
整
備
検
討
委
員
会
と
愛
称

選
定
委
員
会
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

急
募広

報
・
組
み
写
真

全
国
入
選

５
年
ぶ
り
に

「
読
売
新
聞
社
賞
」
も
受
賞

▲『広報ゆりほんじょう』平成27年11月15日号

今
月
30
日（
木
）ま
で！

　公益社団法人日本広報協会が主催する「平成
28年全国広報コンクール」の組み写真の部で、
本市の「由利高原鉄道がギネス記録の舞台にな
った日」が入選３席となり、併せて読売新聞社
賞を受賞しました。全国入選は平成23年の「広
報紙（市の部）」以来、５年ぶり。本県からは唯
一の入選です。
　この組み写真は、昨年11月３日に埼玉県立川
越工業高校の生徒たちが自作の乾電池動力車両
で世界最長距離走行記録を達成した様子を見開
き12枚の写真に収めたものです。また、読売新
聞社賞は「住民の目線を生かした編集が特に優
れている作品」として選定されました。
　このたびの入選は、市にお住まいの皆さんの
『広報ゆりほんじょう』に対する深いご理解と
取材への温かなご協力のおかげです。
　どうもありがとうございます。

潟保八幡神社神楽

屋敷番楽

日役町獅子踊

月山神社獅子舞

坂之下番楽

本海獅子舞番楽（平根講中）

猿
倉
人
形
芝
居

天
神
あ
や
と
り

井上雅祭緑 さん

うたみどり

（76 歳・秋田市）県民俗芸能協会

Interview
誇りある民俗芸能が充実する拠点に

問
い
合
わ
せ
先　

  

文  

化  

課　
☎
32―

１
３
３
７

　秋田市高清水に、奈良時代に造られた
出羽国秋田城。その正庁正殿から真南の
方向に、晴れた日には鳥海山が遠く美し
く眺められます。鳥海山はこの行政府の
ランドマークでした。私は鳥海山の歴史
を学んだり、地域を訪ねて人々の生活に
接したりし、各集落に守られ崇められて
いる社寺の多いことに気づきました。霊
峰鳥海は深い恵みの山、火を噴く酷しい
畏れの山、生活の支えなのだと思います。
　本海獅子舞番楽の歴史層の厚さに圧倒
されます。番楽の粛然とした芸能が国の
重要無形民俗文化財指定を受け、各地の
芸能ともども、連綿と守り、継承されて
いることに深い讃意を抱いています。地域の人々の誇り
とするこうした芸能をさらに充実継承すべく「民俗芸能
振興の拠点施設」の建設計画が進行中とうかがいました。
数百年の歴史文化の貴重な芸能が、次の世代に輝かしく
伝承されるものと信じています。

いではのくに

あが

きび

おそ



由利地域振興推進会議懇親会会費
市職員労働組合定期大会交流会へ寸志（　小野副市長）
本荘由利少年剣道大会第50回記念祝賀会会費
市インターバル速歩講演会懇親会会費（　小野副市長）
真田ゆかりの地自治体交流会会費（　阿部副市長）
真田丸フォーラム・上田真田まつり参加時特産品お土産
無錫市訪問団歓迎レセプション会費
大内地域町内会長会議・行政協力員会議懇親会会費
市交通指導員連絡会総会懇親会会費（　阿部副市長）
西目地域町内会長・団体長の歓送迎会・観桜会会費
県土地改良事業団体連合会由利支部全体会
懇親会会費（　農林水産部政策監）
メーデー本荘地区集会協賛金

11 Yurihonjo city public Relations. 2016 10広報ゆりほんじょう 平成28年６月１日号

由利本荘市人事異動辞令交付式
本荘由利広域市町村圏組合人事異動辞令交付式
（公財）本荘由利産学振興財団辞令交付式
職員訓辞
五役・部長・支所長会議
齊藤重太郎氏 組子入パーティション寄贈式
五役会議
市商工会 新入社員合同歓迎会
岩城中学校 入学式
鳥海中学校 入学式
大内小学校 入学式
にかほ市観光拠点センターオープニングセレモニー（にかほ市）
五役会議
退任行政相談委員への総務大臣感謝状贈呈式
（西目地域）桜・菜の花まつりオープニングセレモニー・観桜会
本荘さくらまつり山開き・懇親会
市チャレンジデー実行委員会
市防犯指導員連絡会総会・懇親会
ユーラス東由利原ウインドファーム建設工事安全祈願祭
市老人クラブ連合会総会・懇親会
五役会議
岩城地域 行政協力員会議・懇親会
人権擁護委員委嘱状交付及び退任委員への法務大臣感謝状伝達式
由利B&G海洋センター修繕助成決定書授与式・懇親会
藤井蘭子氏 高規格救急車等寄贈に伴う感謝状贈呈式
市婦人団体連絡協議会総会
由利地域振興推進会議・懇親会
県市長会定例会（鹿角市）
花立クリーンハイツ リニューアルオープン記念セレモニー
本荘由利少年剣道大会 第50回記念祝賀会
五役会議
中華人民共和国無錫市訪問団 歓迎レセプション
大内地域 町内会長会議並びに行政協力員会議・懇親会
日本スポーツマスターズ2016秋田大会実行委員会（秋田市）
秋田国道協議会総会（秋田市）
大内小学校 開校式
東由利地域 行政協力員会議
西目地域 町内会長・団体長の歓送迎会・観桜会
メーデー本荘地区集会

4月1日㈮

4日㈪

6日㈬
7日㈭
8日㈮
9日㈯
11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

18日㈪

20日㈬

21日㈭

22日㈮

23日㈯

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

29日㈮

桜・菜の花まつり観桜会会費
本荘さくらまつり山開き懇親会会費
市防犯指導員連絡会総会懇親会会費
企業訪問時特産品お土産
市老人クラブ連合会総会懇親会会費
県電子工業振興協議会創立30周年記念祝賀
会会費（　阿部副市長）
岩城地域行政協力員会議懇親会会費
白石市長表敬訪問時特産品お土産
市老人クラブ連合会東由利地区老人クラブ
総会懇親会へ寸志（　東由利総合支所長）
由利Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成決定書授与式懇親会会費
B&G財団来市時特産品お土産

4月12日
13日
14日

14日～16日

15日

18日

19日

20日

4,000
3,000
1,000
19,995
3,000

10,000

2,000
3,780

3,456

5,000
7,020

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆「市長の行動」報告（４月分）

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）

○代

○代

○代

○代
○代

○代

○代

○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
60,000

件　　　　　数
３　件

第
12
回
「
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
」 

川
の
幸
を
満
喫

　

ゆ
り
高
原
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
を
会

場
に
５
月
14
日
、
馬
と
の
ふ
れ
あ

い
を
健
康
な
体
づ
く
り
に
生
か
し

て
も
ら
う
「
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
」

の
催
し
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本

荘
に
か
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会

（
谷
合
憲
明
理
事
長
）
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
講
演
会
や
認
知
症
患
者
の

集
う
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
な
ど
を
通
し
た
市
民
の
交
流

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
快
晴
の
中
、
幼
稚
園
児
や
県

立
大
生
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
高

齢
者
な
ど
が
集
ま
り
、
乗
馬
体
験

や
馬
の
餌
や
り
を
し
て
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

乗
馬
を
体
験
し
た
駒
形
吉
一
さ

ん
（
76
歳
・
砂
糖
畑
）
は
「
身
体

の
力
を
抜
く
と
馬
が
安
定
し
ま
し

た
。
馬
に
乗
る
と
視
界
が
高
く
な

り
心
地
が
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

21日
22日

23日

23日～24日
25日

26日

28日

29日

5,000
3,482
3,000
4,000
5,000
3,305
6,000
2,000
2,000
5,000

3,000

50,000
154,038合　計

合　計

本荘さくらまつり山開き懇親会会費（小野副市長出席）
由利地域振興推進会議懇親会会費（両副市長出席5,000円×2人）
無錫市訪問団歓迎レセプション会費（小野副市長出席）

4月13日
21日
25日

3,000
10,000
6,000
19,000

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

地
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

地
魚
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
推
進
協
議
会
が
総
会
開
催

　

市
と
漁
業
者
、
食
品
加
工
・
飲

食
業
者
で
組
織
す
る
地
魚
ブ
ラ
ン

ド
ア
ッ
プ
推
進
協
議
会
（
会
長
・

小
野
副
市
長
）
の
総
会
が
５
月
13

日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
地
元
で
捕
れ
る
地

魚
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
販
売
促

進
、
試
作
品
づ
く
り
の
取
り
組
み
、

Ｐ
Ｒ
事
業
の
計
画
・
予
算
な
ど
を

承
認
。関
係
機
関
と
団
体
が
連
携
・

協
力
し
て
地
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
子
吉
川
で

捕
れ
た
ア
ユ
と
モ
ク
ズ
ガ
ニ
で
作

っ
た
料
理
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、

商
品
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
回
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
が

５
月
15
日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク

ア
パ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
子
吉
川
の
幸
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
自
然
を
大
切
に

す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、

子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合
本
荘

地
区
が
主
催
。
組
合
員
は
こ
の
日

の
た
め
に
約
６
千
匹
の
カ
ニ
を
用

意
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
親

子
連
れ
が
訪
れ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の

つ
か
み
取
り
や
放
流
を
楽
し
ん
だ

り
、
ガ
ニ
汁
を
味
わ
っ
た
り
し
て

ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

カ
ニ
の
つ
か
み
取
り
は
大
盛
況
で
、

ア
ク
ア
パ
ル
入
り
口
前
の
人
工
池

に
カ
ニ
が
放
さ
れ
る
と
、
軍
手
と

ポ
リ
袋
を
装
備
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
夢
中
で
カ
ニ
の
行
方
を
追
い

ま
し
た
。

　

家
族
と
一
緒
に
訪
れ
た
佐
々
木

皐
丞
さ
ん
（
９
歳
・
船
ヶ
台
）
は
、

「
大
き
な
カ
ニ
に
手
を
挟
ま
れ
た

け
ど
平
気
。
去
年
は
３
匹
だ
っ
た

け
ど
、
今
年
は
大
量
に
取
れ
ま
し

た
。
来
年
も
ま
た
来
た
い
」
と
声

を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
ま
つ
り
で
は
、
ゆ
で

ガ
ニ
や
生
き
た
カ
ニ
の
販
売
な
ど

も
行
わ
れ
、
来
場
客
が
列
を
作
っ

て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

試食する参加者（上）とアユとモクズガニの試作品（下）

大盛況だったモクズガニのつかみ取り

乗
馬（
右
）と
餌
や
り（
左
）で
馬
と

ふ
れ
あ
う
親
子

乗
馬
通
し
て
「
健
康
」
を
考
え
る

「
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
新
緑
編
」で
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
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市 政 情 報

皆
さ
ん
の
近
く
に
伺
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座

市政情報
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市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

本
年
の
第
２
回
市
議
会
定
例
会

会
期
日
程
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市政情報

市政情報

◇
市
を
想
う
熱
意
あ
る
方
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

平
成
29
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。（
試

験
区
分
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

受
験
申
込
書
の
請
求　

受
付
期
間

中
、
総
務
部
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
受
験
案
内
な
ど
の
申
込
関

係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
４
０
円
切
手
と
宛
先
及
び

試
験
区
分
を
明
記
し
た
も
の
を
同

封
の
う
え
、
下
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。 

 
※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。 

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
総
務
部

総
務
課
の
み
で
す
。

※

な
お
、
行
政
職
、
技
術
職
【
建

築
・
土
木
】
の
「
中
級
」
「
初

級
」
、
職
務
経
験
者
の
採
用
試
験

は
、
９
月
18
日
㈰
に
実
施
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
７
月
15
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
が
開
設

　

複
数
の
手
続
き
が
１
カ
所
で

　

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

今
年
度
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

役
所
１
階
を
下
記
の
通
り
配
置
換

え
し
ま
し
た
。

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
課
で
行
っ
て
い
た
届
出
・
申
請

の
受
け
付
け
、
各
種
証
明
書
の
発

行
に
加
え
、
従
来
税
務
課
で
受
け

付
け
て
い
た
「
所
得
・
課
税
・
資

産
証
明
」
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
に
つ
い
て
の
相
談

は
セ
ン
タ
ー
隣
の
税
務
課
相
談
窓

口
で
対
応
し
ま
す
。

　

会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期　

６
月
３
日
㈮
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
月
22
日
㈬

○
６
月
３
日
㈮　

本
会
議
（
開
会
、

議
案
の
説
明
）

○
９
日
㈭　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

○
10
日
㈮　
本
会
議

（
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
）

○
13
日
㈪
〜
16
日
㈭　

各
委
員
会

○
22
日
㈬　

本
会
議
（
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
閉
会
）

【
本
会
議
開
会
時
刻
】　

３
日
㈮
、
22
日
㈬　

10
時

９
日
㈭
、
10
日
㈮　

９
時
半

※

５
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
受
理

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局　

☎
24―
６
３
８
６

市
役
所
１
階
を
配
置
換
え
し
ま
し
た

市政情報

・原則無料ですが、資料代をいただくことがあります。
・当講座は市民の学習の一環として行うものです。市政に対する要望などに
　ついては、市政（地域）懇談会など別の機会にお願いします。

【講座時間】午前９時から午後８時
　までの１時間30分以内。
　（日時は調整させていただく場合が
　あります）
【会場】　市内公民館など、どちらで
　も構いませんが、会場の手配、準備、
　会場使用料などのご負担は申込者
　（主催者）側でお願いします。
【対象者】　原則として町内会など10
　人以上の団体・グループ。営利目的、
　収益的事業などは対象外です。

①希望の講座、日程など詳細を講座
　の担当課と事前にご相談のうえ決
　定してください。
　　その後、「講師派遣申込書」を
　記入のうえ、実施日の３週間前ま
　でに、担当課に直接お申し込みく
　ださい。

②各担当課作成の「講師派遣承諾書」
　を生涯学習課経由で申込者に送付
　します。

③申し込みいただいた実施日に担当
　職員が講座を行います。

④講座終了後、「実施報告書」を生
　涯学習課へ提出してください。
※申込書は、本庁および各総合支所、
各社会教育施設に備え付けています

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

26

27

※講座メニュー表にない講座もご相談ください

由利本荘市総合計画「新創造ビジョン」について
お知らせします 市の家計簿
情報公開制度について
行政改革について
税金の話
男女共同参画について
公共交通機関利用のススメ
エコ生活のススメ
高齢者と子どものための交通安全
悪質商法に巻き込まれないために
防災対策について
公共下水道事業 について
救命講習
住宅防火
消火体験

知って安心　国民年金
国民健康保険制度のしくみ
高齢者医療制度のしくみ
子育て支援制度について
高齢者福祉について
介護保険制度 のしくみ
認知症サポーター養成講座
食生活と健康づくり

農業について
畜産について
由利本荘市の商工業振興施策について
鳥海山・飛鳥ジオパーク構想について
子どもの生活について語ろう
由利本荘市の文化財
図書館の上手な利用の仕方について
本の修理について
図書館ツアー
図書館活用について
生涯学習教室等のご紹介

30
30
30
30
60
30
30
60

30 ～ 60
30 ～ 60
30 ～ 60
20

60～ 180
60
30

40

30

30
30
30
30
45
45

60 ～ 90
40

40

40
40
45
30
45

60～ 90
45
45
45
45

30～ 60

総合政策課
財政課
総務課

行政改革推進課
税務課
総合政策課
地域振興課
生活環境課
生活環境課
市民課
危機管理課
上下水道課
消防本部救急課
消防本部予防課
消防本部予防課

ガス水道局
ガス課
営業課

ガス水道局
水道課

市民課
市民課
市民課

子育て支援課
長寿支援課
長寿支援課
長寿支援課
健康管理課

24-6226
24-6220
24-6212
24-6383
24-6301
24-6226
24-6378
24-6253
24-6253
24-6251
24-6238
24-6344
22-4290
22-4287
22-4287

22-0402
22-3504

22-2326

24-6246
24-6245
24-6244
24-6319
24-6322
24-6323
24-6324
22-1834

24-6353
24-6354
24-6372
24-6226
32-1310
32-1337
22-4900
22-4900
22-4900
22-4900
32-1332

（本荘地域）
22-1834

（矢島地域）
55-4959

（岩城地域）
73-3612

（由利地域）
53-2113

（大内地域）
65-2810

（東由利地域）
69-2117

（西目地域）
33-4620

（鳥海地域）
57-3503

健康管理課
各総合支所
市民福祉課
／保健センター

農業振興課
農業振興課
商工振興課
総合政策課
学校教育課
文化課
中央図書館
中央図書館
中央図書館
中央図書館
生涯学習課

わたしたちの「くらしと水」
水はどうやってできるの？

私たちの都市ガス

健康づくりについて

楽しく子育てを

市　
　

政

生　

活　

と　

安　

全

福　

祉　

と　

健　

康

産　

業

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

分類 講　　　　座　　　　名 時間（分） 担  当  課 電話番号番号

問い合わせ先
生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
TEL３２－１３３２

申し込み手順

採用人数
行政職…上級のうちから10人程度
技術職【建築】…上級・中級・初級および職務経験者のうちから若干名
技術職【土木】…上級・中級・初級および職務経験者のうちから若干名

試験区分 受験資格 受付期間 第1次試験
期日・会場

行政職（上級） 昭和62年4月2日から平成7
年4月1日までに生まれた方。
（学歴区分なし）

6月1日㈬～
30日㈭

7月24日㈰
西目公民館
シーガル

技術職【建築】（上級）
技術職【土木】（上級）

受
験
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部
総
務
課

☎
2
4―

６
２
１
７

〒
０
１
５―

８
５
０
１　

由
利
本
荘

市
尾
崎
17
（
市
役
所
２
階
）

収納課

収納課 会計課 多目的
トイレ

市民ホール
案  内

女子トイレ

男子トイレ

▲
正面玄関

エレベーター
相談室 相談室

健康福祉
部長室

長寿支援課 生活環境課 市民課

福祉支援課

市民窓口
センター

市民相談室

市民生活
部長室

税務課
（相談窓口）

給湯室

給湯室

階段

階　

段

階　

段

階　

段

→
子育て支援課 市金庫

庁舎１階見取り図

　
「
由
利
本
荘
市
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
事
業
」
は
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
市
の
事
業
・
行
事
な
ど
に

つ
い
て
担
当
職
員
が
会
場
へ
直
接
出
向
き
、
事
業
説
明
や
学

習
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
事
業
で
す
。

　

本
市
が
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
躍
動
と
創
造
の

都
市
（
ま
ち
）」
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一

緒
に
進
め
て
い
く
機
会
の
一
つ
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
も
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■
男
性
も
女
性
も
仕
事
と
家
庭
を

　

両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

　

平
成
27
年
８
月
に
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進

法
）
」
が
成
立
し
、
３
０
１
人
以

上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
も
「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
管
理
的
地
位
に

あ
る
職
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

15
％
以
上
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
率
10
％
以
上
な
ど
の
数
値

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
男
女
イ
キ
イ
キ
職
場
宣
言
事
業

　

所
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
職
場
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
所
と
協
定
を
結

び
、
取
組
内
容
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
提

供
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
数
に
関
わ
り
な
く
宣
言
で

き
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
事
業

所
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
市
内
の
宣
言
事
業
所
一
覧
】

・
長
田
建
設
株
式
会
社

・
小
林
工
業
株
式
会
社

・
由
利
本
荘
市
商
工
会

・
独
立
行
政
法
人

　

国
立
病
院
機
構
あ
き
た
病
院

・
菊
地
建
設
株
式
会
社

・
株
式
会
社
大
沼
組

・
廣
瀬
産
業
株
式
会
社

■
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
室

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
に
無
料
で
利
用
で
き
る
会
議

室
を
、
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

（
上
大
野
16
）
内
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
開
館
時
に
は
常

時
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
会
議
な

ど
で
長
時
間
利
用
す
る
に
は
利
用

団
体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め 

　

市
内
で
活
躍
す
る
個
人
・
団
体

　

現
在
、
市
で
は
５
人
が
「
あ
き

た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
」
（
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地

域
で
の
取
り
組
み
や
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
す
め
て
い

く
リ
ー
ダ
ー
）
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
荘
由
利
男
女
共
同
参

画
推
進
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
11

ぱ
れ
っ
と
」
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い
る

団
体
も
あ
り
、
市
で
は
こ
の
よ
う

な
団
体
・
個
人
と
の
連
携
を
密
に

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
施
策
、
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　シーズンにはレンゲツツジやワタスゲが目を楽
しませてくれる鳥海山・桑ノ木台湿原の入口まで
シャトルバスを運行します。矢島駅から花立クリ
ーンハイツを経由（乗降可）し、湿原への連絡路
である鶯川林道途中まで行くことができます。
運行期間　5月28日㈯～6月30日㈭
運賃　無料（整理券が必要です）

※昨年と乗り場が違いますのでご注意ください。
※天候などにより運休する場合があります。
※マイカーで湿原にお越しの場合は、旧森林管理署
建物跡地へ駐車いただき現地まで徒歩となります。
（片道約３ｋｍ）
問い合わせ先　由利高原鉄道バス事業部
　　　　　　　☎74－3637

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

誰もが手を取り合う社会をつくるために

　市では男女共同参画計画を策定し、総合的
な取り組みを進めてきました。
　平成28年度からは、新たな取組内容や男女
共同参画に関係する市役所各課の事業内容に
数値目標も盛り込んだ５カ年の「第３次男女
共同参画計画」がスタートしています。

鳥
海
山
・
桑
ノ
木
台
湿
原
へ
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　　■市も男女共同参画に
　　積極的に取り組んでいます ―

男女共同参画都市宣言を踏まえ、
豊かな地域社会づくりをめざす

　　市の基本目標

８時40分
－
11時35分

①
②
③

①

②

③

10時50分

12時25分

13時50分

11時10分

12時45分

14時10分

11時30分

13時05分

14時35分

降車
次第発
降車
次第発
降車
次第発

９時
－
11時55分

着
花立クリーンハイツ矢島駅発

桑ノ木台湿原発 花立クリーンハイツ発 矢島駅着

桑ノ木台湿原着

９時10分
10時10分
12時10分

発
９時30分
10時30分
12時30分

桑ノ木台湿原シャトルバス時刻表

（
４
月

（
４
月
1616
日
、本
荘
公
園
で
）

日
、本
荘
公
園
で
）

（
４
月
16
日
、本
荘
公
園
で
）

男女共同参画  ―
６月は秋田県男女共同参画推進月間。23日～29日は「男女共同参画週間」です。
　人口減少が進む中で、将来にわたって活力ある由利本荘市を目指すためには、市民が互いにその人権を
尊重し、喜びも責任も分かち合うことが必要です。性別・年齢・国籍などに関わりなく、さまざまな分野
で、その個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」を市民全員で作りましょう。

1

2

3

4

5

　　人権の尊重と共生社会に対する
　　意識づくり
　一人一人の基本的な人権が尊重され、個性と能
力が発揮できるよう、性別によっての役割を固定
的に考える意識の解消と、暴力の根絶に向けた環
境の整備を図ります。
　また、誰もが自由に生き方を選択できるように、
生涯にわたって思いやり、尊重し合う教育を推進
します。
　　男女共同参画による活力に
　　あふれたまちづくり
　地域社会において、誰もが互いに個性を発揮し
意見を述べ合い、喜びも責任も分かち合えるよう
な環境の整備を図ります。また、さまざまな場で
多様な視点による企画・運営ができるよう、特に
女性の参画を進めるため、環境づくりに努めます。
　　誰もがいきいきと働ける
　　環境づくり
　労働者間の性別による格差と、就業分野・形態
における性別の偏りの解消を推進し、家庭と職場
の両立が図られる環境を目指します。
　また、女性が新しい分野に就業するための支援
に努めます。
　　家族が手をとりあってともに
　　暮らせる家庭づくり
　家庭内でもお互いを認め合い、尊重し協力し合
うことが大切なことから、男性の家庭生活への参
画の促進を図ります。また、仕事との両立にかか
る負担感を緩和するため、支援体制の充実を図り
ます。
　　生涯にわたり、誰もが
　　はつらつと過ごす健康づくり
　誰もがそれぞれの身体特徴を理解し、健康維
持・増進を図りながら安心した生活を送れるよう
支援します。
　また、高齢者や体の不自由な人などがともに社
会を支える一員として活躍し、充実した生活を送
ることができるよう環境の整備を図ります。

※③は土日のみ運行。



市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹
介

状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 【
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
業
務
】

勤
務
内
容　

自
主
制
作
番
組
の
ア
ナ

　

ウ
ン
サ
ー
業
務
、
取
材
・
撮
影
・

　

編
集
業
務
な
ど

募
集
人
員　

１
人

勤
務
地　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時
間

　

45
分
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許
（
取

　

得
後
１
年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る

　

方
）、
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な
方

雇
用
期
間　

７
月
１
日
〜
９
月
30
日

　

 （
更
新
の
場
合
あ
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

13
日
㈪
ま
で
、 Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

　

☎
65―

３
７
２
２

 「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
教
室
」

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

 「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
」
と
は
、
綱

渡
り
を
低
く
短
く
し
て
、
誰
に
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
進
化
さ
せ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
運
動
不
足
を
解
消
し

た
い
方
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
た
い
方
な
ど
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
25
日
㈯　

９
時
〜
11
時

会
場　

岩
城
少
年
自
然
の
家

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
料　

18
歳
以
上
１
０
０
円
、
18

　

歳
未
満
は
無
料

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
内
ズ
ッ

　

ク
、
タ
オ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

21
日
㈫
ま
で
、
岩
城
教
育
学
習
課

　

☎
73―

２
４
６
８

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

参
加
者
募
集
!

　

今
年
１
回
目
に
な
る
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈰　

10
時
〜
正
午

会
場　

八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

定
員　

60
人

※

７
月
２
日
㈯
・
８
月
27
日
㈯
に
も

　

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

８
日
㈬
ま
で
、
八
塩
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

　

ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
実
行
委
員
会

　

 （
東
由
利
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

☎
69―

２
１
１
６
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 「
こ
け
玉
づ
く
り
教
室
」
参
加
者
募
集

日
時　

６
月
29
日
㈬　

13
時
半
〜
15

　

時
半

会
場　

日
新
館　

研
修
室

定
員　

20
人

材
料
費　

１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

17
日
㈮
ま
で
、
矢
島
公
民
館　

☎

　

56―

２
２
０
３

本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
・
出
店
者
募
集

日
時　

７
月
30
日
㈯　

19
時
半
〜

会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル
河

　

川
敷
）

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
募
集
】

　

花
火
大
会
の
中
で
結
婚
・
出
産
・

長
寿
祝
い
な
ど
の
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
ま
す
。
大
切
な
人
へ
の

お
礼
・
応
援
・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
な
ど
に

も
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
が
あ

れ
ば
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載

し
ま
す
。

申
し
込
み
料　

１
件
３
千
円

字
数　

ひ
ら
が
な
で
50
字
以
内

◎
招
待
券
を
１
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

（
１
枚
増
に
つ
き
、
千
円
追
加
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈪

 【
出
店
者
募
集
】

出
店
場
所　

ア
ク
ア
パ
ル
前
緑
地　

出
店
規
定　

本
市
に
お
住
ま
い
の
方 　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た

内
容
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
20
日
前
で
す
）

◇
掲
載
基
準　

…

知知知

募　

集

　

 

・
業
者
を
優
先
。（
多
数
時
抽
選
）

出
店
規
模　

間
口
５
・
４
㍍
以
内
、

　

奥
行
き
３
・
６
㍍
以
内

出
店
協
賛
金
（
１
小
間
あ
た
り
）　

　

本
市
内
の
方　

１
万
円
、
市
外
の

　

方　

１
万
５
千
円
（
最
大
消
費
電

　

力
が
千
㍗
を
超
え
る
場
合
は
５
千

　

円
追
加
）

※

発
電
機
の
持
ち
込
み
は
厳
禁
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

15
日
㈬
ま
で
、
観
光
協
会
本
荘
支

　

部
（
観
光
文
化
振
興
課
内
）　

☎

　

24―

６
３
４
９

 「
陶
芸
教
室
」
参
加
者
募
集

日
時　

 【
昼
の
部
】
６
月
26
日
㈰　

　

10
時
〜
16
時
、【
夜
の
部
】
６
月
22

　

日
㈬
・
23
日
㈭　

17
時
半
〜
20
時

　

半
場
所　

東
由
利
陶
芸
工
房
（
道
の
駅

　

東
由
利
裏
）

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

各
部
12
人
（
先
着
順
）

◎
う
わ
ぐ
す
り
、
完
成
引
き
渡
し
の

　

日
時
は
参
加
者
に
別
途
お
知
ら
せ
。

参
加
料　

一
般
２
千
円
、
中
高
生
千

　

円
（
粘
土
２
㌔
込
み
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
２
枚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

東
由

　

利
教
育
学
習
課　

☎
69―

２
３
１

　

０

第
21
回
子
吉
川
フ
ェ
ア

水
辺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

日
時　

７
月
２
日
㈯　

９
時
半
受
付

　

開
始
・
10
時
半
競
技
開
始

会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル
河

　

川
敷
）

種
目　

①
小
学
１
〜
３
年
生
の
部
男

　

女
、 

②
小
学
４
〜
６
年
生
の
部
男

　

女
、 

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
（
小
学

　

１
〜
６
年
生
ま
で
と
家
族
）

※

ア
ク
ア
パ
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

　

用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

28
日
㈫
ま
で
、
ア
ク
ア
パ
ル　

☎

　

22―

５
６
１
１

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

日
時
・
種
目　

①
７
月
24
日
㈰　

鳥

　

海
山
登
山
、 ②
９
月　

水
泳
、 ③
10

　

月　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、 

④
12
月

　

ス
ケ
ー
ト
、  ⑤
２
月　

ス
キ
ー
（
全

　

種
目
参
加
が
前
提
）

対
象　

鶴
舞
小
、
新
山
小
、
尾
崎
小
、

　

西
目
小
の
３
〜
６
年
生

参
加
料　

２
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

※

他
に
種
目
に
よ
っ
て
個
人
負
担
あ

　

り
。（
例
・
ス
キ
ー
リ
フ
ト
代
金
）

定
員　

30
人
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月

　

６
日
㈪
〜
30
日
㈭
ま
で
、
本
荘
教

　

育
学
習
課　

☎
22―

２
６
７
３
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市
の
各
種
無
料
相
談

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

６
月
８
日
㈬　

９
時
半
〜
11

　

時
半

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

６
月
27
日
㈪　

10
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

※

予
約
受
付
開
始
６
月
３
日
９
時
か

　

ら
（
土
日
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

　

相
談
室　

☎
24―

６
２
５
１

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

正
木
み
え
子
さ
ん
（
由
利
地
域
）

が
５
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
よ
り

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間

に
立
っ
て
そ
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室　

☎

　

24―

６
２
５
１

調
査
票
へ
の
記
入
は

お
済
み
で
す
か
？

　

全
国
全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業

を
対
象
に
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

―

活
動
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い

し
て
直
接
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す

る
方
法
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
一
部
に
つ

い
て
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
も
し

く
は
経
済
産
業
省
か
ら
委
託
さ
れ
て

い
る
民
間
事
業
者
が
郵
送
な
ど
に
よ

り
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
方
法

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
期

限
は
６
月
７
日
㈫
ま
で
に
な
り
ま
す
。

調
査
票
で
の
提
出
を
ご
希
望
の
方
は

記
入
漏
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
調
査
員
が
調
査
票
の
受
け
取
り

の
た
め
事
業
所
に
お
伺
い
し
た
際
は
、

必
ず
「
調
査
員
証
」
お
よ
び
「
従
事

者
用
腕
章
」
を
携
行
し
て
い
る
調
査

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

☎

　

24―

６
２
２
７

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
ボ
ー
ト

貸
し
出
し
し
ま
す
!

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
市
民
ボ
ー
ト

大
会
に
備
え
て
の
練
習
な
ど
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

貸
出
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
10
月
30

　

日
㈰

対
象　

市
民
ク
ル
ー
（
今
年
度
新
た

　

に
登
録
す
る
団
体
は
、
安
全
講
習

　

会
の
受
講
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル　

☎

　

22―

５
６
１
１

　 「水」と「火山」は、文字を見ると相容れないもの
のように思えますが、実は自然
の成り立ちにおいて、とても深
い関係があります。今回は、水
と火山の不思議な関係について
ご紹介しましょう。
　まず、火山ができるためには、
水が必要です。火山を構成する
溶岩などの材料であるマグマは、
地球の活動によって地球の内部
でつくられます。このマグマが
つくられるときに、地球の内部
に取り込まれた岩石に含まれる
水や海水が、大きな役割を果たします。
　一方、火山は、その内部にたくさんの水を蓄えるこ
とが可能であり、降水の豊富な地域では、火山は巨大
な水がめのような働きを持っています。蓄えられた水
は、山体の各地に湧水（ゆうすい）や河川をつくったり、
温泉をもたらしたりします。
　鳥海山にも、たくさんの湧水や河川が見られますね。
これらの水は、鳥海山に降った雨や雪が地下に浸透し
て蓄えられ、再び、地上に湧き出してきたものです。
　また、活火山である鳥海山では、その火山活動の影
響を受けて、酸性度の強い（ｐＨの低い）湧水や河川、
あるいは水温が20℃以上もある湧水など、個性豊かな
水が各地に見られます。
　鳥海山がもたらしてくれる水の恵みに感謝しながら、
水と火山の不思議な関係を想像してみましょう。

相　

談

そ
の
他

本紙５月15日号４㌻掲載の春の叙勲受章の記事
中、今野忠男さんの消防団員歴について正しくは、
 「約45年」です。訂正しておわびします。

秋田大学教育文化学部

林　武司さん

 【第18回】水と火山の不思議な関係

砂浜から湧き出す鳥海山の湧水
 （釜磯海岸：遊佐町）

鳥海山・飛島ジオパーク構想
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　水と命の循環」 ふれる・楽しむ・好きになる

鳥海山・飛島ジオパーク構想

訂正・
おわび

■ふれあい交流会
◇日時…６月５日㈰　９時半～13時　◇会場…コロニー
　中央公園　◇対象…障がいをお持ちの方　◇内容…コ
ロニー祭への参加（西目中吹奏楽部・津軽三味線の演奏
があります）　◇参加料…無料　※羽後本荘駅・西目駅
から送迎バスあり。詳しくはお問い合わせください。
申込  問 …秋田県心身障害者コロニー　松井さん　☎３
３―２２５５

■親子で一緒に楽しもう!
　 「ＪＡワム・ワム倶楽部」会員募集
◇開催日…６月18日㈯～来年３月４日㈯までの間、全
７回　◇会場…秋田しんせい本店・カダーレ・東由利地
域の畑　◇対象…ＪＡ秋田しんせい管内の子育て中の親
子　◇内容…親子での料理教室・体操・工作など　◇年
会費…５００円（食費・体験料別途）
申込  問 …６月８日㈬まで、ＪＡ秋田しんせい営農振興
課　☎２７―１６０１



早
期
に
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
河
川
の
水
質
を
保
全
し

快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
、
下
水
道
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
で
は
、

各
家
庭
の
台
所
や
風
呂
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
流
し
込
む
排
水
設
備
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
く
み
取
り
便
所

を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
施

設
が
有
効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
早

期
に
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
管
理

　

班　

☎
24―

６
３
４
４

市
消
防
本
部

救
助
技
術
選
考
会
を
開
催

　

７
月
に
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

る
第
45
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大

会
に
向
け
、
消
防
本
部
内
選
考
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
、
応
援
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
７
日
㈫　

10
時
〜
16
時

　

 （
予
備
日
９
日
㈭
。
災
害
発
生
時
、

　

荒
天
時
は
予
備
日
に
延
期
）

会
場　

市
消
防
庁
舎
訓
練
塔

内
容　

救
助
隊
員
に
よ
る
各
種
救
助

　

技
術
訓
練
選
考
会

問
い
合
わ
せ
先　

 

市
消
防
本
部
警

　

防
課　

☎
22―

４
２
８
３

古
着
の
再
利
用
回
収
を
実
施
し
ま
す

　

 「
燃
え
る
ご
み
」
の
量
を
減
ら
す

た
め
、
古
着
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

回
収
し
た
古
着
は
再
利
用
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
秋
頃
に
も
２
回
目
の

回
収
を
行
う
予
定
で
す
。

回
収
日
時
・
場
所

岩
城
地
域　

６
月
12
日
㈰　

９
時
〜

　

11
時　

岩
城
総
合
支
所
敷
地
内
車

　

庫
大
内
地
域　

６
月
12
日
㈰　

13
時
〜

　

15
時　

大
内
総
合
支
所
敷
地
内
車

　

庫
東
由
利
地
域　

６
月
19
日
㈰　

９
時

　

〜
11
時　

旧
東
由
利
町
役
場
敷
地

　

内
車
庫

由
利
地
域　

６
月
19
日
㈰　

13
時
〜

　

15
時　

善
隣
館
前

鳥
海
地
域　

６
月
26
日
㈰　

９
時
〜

　

11
時　

鳥
海
総
合
支
所
敷
地
内
車

　

庫
矢
島
地
域　

６
月
26
日
㈰　

13
時
〜

　

15
時　

矢
島
総
合
支
所
敷
地
内
車

　

庫
本
荘
地
域　

７
月
３
日
㈰　

９
時
〜

　

15
時　

市
役
所
正
面
玄
関
前

西
目
地
域　

７
月
３
日
㈰　

13
時
〜

　

15
時　

西
目
総
合
支
所
前

回
収
品
目　

衣
類
、
下
着
、
帽
子
、

　

手
袋
・
靴
下
（
左
右
揃
っ
て
い
る

　

も
の
）
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※

衣
類
以
外
に
も
回
収
可
能
な
品
目

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
別
途
配
布

　

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋
に

　

入
れ
て
口
を
繋
い
で
持
っ
て
き
て

　

く
だ
さ
い
。

○
再
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
洗
濯
済
み

　

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
破
れ
や
汚
れ
、
濡
れ
て
い
る
も
の

　

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
３

歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
道

路
横
断
体
験
講
習
を
実
施
し
ま
す

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
「
わ
た
り
ジ
ョ
ー
ズ
君
」
を
使
用

し
た
道
路
横
断
体
験
講
習
を
、
各
種

団
体
が
開
催
す
る
行
事
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
は…

　

目
の
前
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
車
が
往

　

来
す
る
道
路
が
投
影
さ
れ
、
左
右

　

を
確
認
し
な
が
ら
足
踏
み
を
す
る

　

こ
と
に
よ
り
正
し
い
道
路
横
断
が

　

安
全
に
体
験
で
き
る
機
器
で
す
。

講
習
内
容　

対
象
行
事
に
市
職
員
が

　

出
向
き
、
参
加
者
に
機
器
を
使
っ

　

た
道
路
横
断
を
体
験
し
て
も
ら
い

　

ま
す

※

機
器
の
運
搬
・
操
作
は
市
職
員
が

　

行
い
ま
す
。

対
象
行
事　

各
町
内
会
や
交
通
安
全

　

協
会
な
ど
の
団
体
が
主
催
す
る
、

　

主
に
子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と

　

し
た
交
通
安
全
行
事
な
ど

※

個
人
向
け
の
体
験
講
習
は
実
施
し

　

て
い
ま
せ
ん
。
申
請
方
法
な
ど
詳

　

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

　

課　

☎
24―

６
２
５
４
、
各
総
合

　

支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す

　

県
内
全
域
で
高
齢
者
の
交
通
死
亡

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
さ
れ
る
方
は
、
高
齢
の
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
、
高
齢
運
転
者

標
識
を
付
け
た
車
両
を
見
か
け
た
ら
、

減
速
や
徐
行
な
ど
を
し
て
思
い
や
り

運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
は
、
薄
暮
時

間
帯
や
夜
間
に
徒
歩
や
自
転
車
で
外

出
す
る
際
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材

用
品
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

寝
具
類
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
方
の
、
布
団
・
毛
布
・

枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

対
象　

寝
た
き
り
、
認
知
症
、
体
の

　

不
自
由
な
方
（
重
度
）
な
ど
が
い

　

る
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
る

　

世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世

　

帯
実
施
月　

７
月
、
11
月
、
２
月
の
年

　

３
回

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月
17
日

　

㈮
ま
で
、
長
寿
支
援
課　

☎
24―

　

６
３
２
２
、
ま
た
は
各
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課

　　「暮らしの便利帳」は、市役所窓口の手続きや税金、健康、福祉、施設案内など、市
民の皆さんの生活に必要な情報が１冊で分かる冊子です。市は(株)サイネックスとの官民
協働事業により、平成22年度に発行以来６年ぶりにこの便利帳を改定・発行します。
◆ 「広告」を募集します!…本年９月末発行予定の便利帳は、㈱サイネックスが編集・
　印刷・全世帯への配布を行います。この費用は全て広告料で賄われます。㈱サイネッ
　クスが市内の事業所に広告掲載のお願いに伺いますので、ご参加をお願いします。
問 …広報課　☎２４－６２３７、㈱サイネックス　☎０１８－８３３－６７００

 「暮らしの便利帳」を改定・発行します!

長谷部市長と
遠藤東日本営業本部長代行（右）
協定締結式で（２月10日、応接室）

平成22年度に発行した
 「暮らしの便利帳」

○
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、
必
ず

　

市
の
指
定
を
受
け
た
指
定
工
事
店

　

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
条
件
を

　

満
た
し
て
い
れ
ば
、「
住
宅
リ

　

フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
」
補
助

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
 「

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事

　

業
」
に
つ
い
て
は
、
建
築
住
宅
課

　

 （
☎
24―

６
３
３
４
）
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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介
護
保
険
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
予
定
者
の
事
前
協
議
を

受
け
付
け
ま
す

　

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
今
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で

に
開
設
を
希
望
さ
れ
る
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
事
前
協
議

の
受
け
付
け
を
平
成
28
年
６
月
１
日

か
ら
行
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
本
荘

由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域
市

　

町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課　

☎
24

　

―

３
３
４
７

無
料
・
匿
名
で

エ
イ
ズ
検
査
が
で
き
ま
す

　

由
利
本
荘
保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
相

談
・
30
分
で
結
果
が
分
か
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

迅
速
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日
の
17
時
半

　

〜
19
時
、
毎
月
第
３
火
曜
日
の
10

　

時
〜
正
午
（
前
日
17
時
ま
で
要
予

　

約
）

会
場　

由
利
本
荘
保
健
所

※

希
望
に
よ
り
性
感
染
症
抗
体
検
査

　
（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
梅
毒
）
も
受
け

　

ら
れ
ま
す

●
６
月
１
日
〜
７
日
は

　

エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
で
す

　

普
及
週
間
に
合
わ
せ
臨
時
検
査
を

行
い
ま
す
。（
要
予
約
）

日
時　

６
月
２
日
㈭　

10
時
〜
正
午

会
場　

由
利
本
荘
保
健
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘

　

保
健
所　

健
康
・
予
防
課　

☎
22

　

―

４
１
２
２

 「
教
科
書
展
示
会
」
を
開
催

　

平
成
29
年
度
に
使
用
す
る
教
科
書

の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
各
教
科
書

会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
実

際
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会
場　

本
荘
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
カ

　

ダ
ー
レ
内
中
央
図
書
館
）

開
催
期
間　

６
月
17
日
㈮
〜
７
月
４

　

日
㈪
（
21
日
㈫
、
22
日
㈬
、
28
日
㈫
、

　

30
日
㈭
を
除
く
）　

９
時
半
〜
17

　

時

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課 
☎

　

32―

１
３
１
０

危
険
物
保
安
講
習
を
行
い
ま
す

時
間　

給
油
取
扱
所
講
習…

９
時
〜

正
午　

一
般
（
そ
の
他
）
講
習…

13

時
半
〜
16
時
半

※

日
程
・
会
場
に
つ
い
て
下
表
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円
（
秋
田

　

県
証
紙
ま
た
は
振
込
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
一
社
）
秋

　

田
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会　

　

☎
０
１
８―

８
６
７―

２
２
４
５

※

申
込
書
は
、
本
荘
・
矢
島
消
防
署

　

 

・
各
分
署
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

■ 「ひなた」に参加しませんか
◇日時…６月８日㈬・23
日㈭　13時半～16時半（遅
刻早退構いません）　◇会
場…カダーレ　和室　◇対
象…ひきこもりなど、人間
関係で足踏みしている方
問 …三浦さん　☎２３―２
１９２、福祉支援課　☎２
４―６３１５

■秋田県信用保証協会
　職員採用試験
◇第一次採用試験日…７月
３日㈰　◇受験資格…平成
３年４月２日以降生まれの
四年制大学卒業者または平
成29年３月までに卒業見
込みの者　※受験案内は協
会本所・支所で配布のほか、
協会ホームページ掲載。
申込  問 …６月１日㈬～ 17
日㈮まで、秋田県信用保証
協会総務企画課　☎０１８
―８６３―９０１１

■ゆり支援学校
　ものづくり体験参加者募集
◇日時…６月22日㈬　10
時10分～ 11時半　◇会場…
旧鮎川小学校　◇内容…陶
芸、ビーズアクセサリー製
作、園芸　◇定員…陶芸、
ビーズ、園芸　各10人程
度（先着順）　◇参加料…
５００円～１０００円程度
（材料費）
申込  問 …ゆり支援学校　
　☎２７―２６３０

■ 「スローペース」に
　参加しませんか
　同じ思いの仲間とお茶を
飲んだり、お話をして楽しい
ひとときを過ごしませんか。
◇日時…６月25日㈯　10
時半～ 15時　◇会場…鶴
舞会館３階　第４学習室　
◇対象…こころに問題を抱
えている方　◇参加料…１
００円（お茶代） ※申し込
み不要。お気軽にどうぞ。
問 …精神保健福祉ボラン
ティア「ティーカップ」　
事務局　☎０９０―４０４
９―３１８１

■喜寿を祝う会
◇日時…７月２日㈯　受け
付け14時～ 14時半　◇会
場…ホテルアイリス　◇会
費…男性１１０００円、女
性１００００円　◇対象…
昭和15年４月２日～ 16年
４月１日生まれの方
申込  問 …６月10日㈮まで
の、喜寿を祝う会事務局（ホ
テルアイリス内）　☎２４
―５１１５

■古稀を祝う会
◇日時…６月18日㈯　受
け付け15時～　◇会場…
ホテルアイリス　◇会費…
１万円（写真代含む）
問 …実行委員　今野さん　
☎２２―７８２３、石川さ
ん　☎２３―４４３７

日時　７月23日㈯　15時～（開
　場14時半～）
会場　カダーレ　大ホール
入場料　Ｓ席＝３５００円、Ｓ 
　ペア席＝６５００円、 Ａ席
　＝３０００円、学割席（大学
　生以下・要学生証）＝２０
　００円（全席指定・当日券
　５００円増し）
※未就学児のご入場はご遠慮
　ください。

チケット取り扱い（販売中）
　ゆりぷらざ（カダーレ内）、わらび座東北・北海道事務所、
　ローソンチケット　Ｌコード ：２１９０６、チケットぴあ
　Ｐコード：４５１―２２１
問い合わせ先　カダーレ事務局　☎２２―２５００

▽危険物保安講習の日程・会場

日　　　時

７月26日㈫
８月26日㈮
８月30日㈫
９月２日㈮

大仙市大曲交流センター
西目公民館シーガル
湯沢雄勝広域交流センター
平鹿生涯学習センター

７月13日㈬・22日㈮
８月２日㈫
９月６日㈫（一般のみ）

秋田市文化会館

会　　　場

㈯
／７ ２３ わらび座ミュージカル

 「奇想天外歌舞音曲劇　げんない」



㈰
／６ ２６

㈬
／６ ２２

㈬
／７ ２０
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イベント、行事の案内

ＥVENT
Information

○６月の各館行事カレンダー

○休館日
中央図書館
岩城図書館

５㈰ 10時30分～

10時00分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

13時30分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

由利
９㈭
23㈭ 中央

11㈯
中央

由利

18㈯
中央

中央

中央

23㈭ 岩城

25㈯ 由利

出羽

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか
秋田県よろず支援拠点無
料相談（郷土資料室）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

専門家によるビジネスの無料相談

おはなし劇場（お話室）

おはなし会

絵本の読み聞かせ　ほか

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

古典講座（研修室１・２） 芭蕉 蕪村 一茶 と共に歩く～「笈
の小文」「更科紀行」の頃の芭蕉

外国語による絵本の読み聞かせ

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

おはなしのへや 絵本の読み聞かせ　ほか

出演：つくしんぼ
担当：あきた企業活性化センター
  秋田県よろず支援拠点

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

講師：鈴木 タキ さん

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

絵本の読み聞かせ　ほか 出演：岩城図書館職員

由利図書館
出羽伝承館

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城児童センター、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

訂正・おわび：本紙５月15日号「図書館に行こう」
　　　　　　　14㌻掲載の「現代新人探偵」につ
　　　　　　　いて正しくは、「現代詩人探偵」で
　　　　　　　す。訂正しておわびします。

休館日なし
６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

14日㈫、28日㈫、30日㈭
６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

㈯
／７ 2

㈰
／６ １９

㈬
／８ １１

　矢島口五合目（祓川）から夏の鳥海山
を満喫しながら頂上を目指します。
開催日　８月11日㈭　７時半（祓川）か
　ら登山開始
集合時間　 【バス利用の場合】矢島日新
　館前６時集合、【現地集合の場合】祓
　川駐車場７時集合
参加料　３０００円（傷害保険料、写真・
　登山記念証明書など。事前振込）
定員　50人（定員になり次第締め切り）
申し込み期間　６月１日㈬～７月８日㈮
※要項および申込書は、市観光協会ホー
　ムページからダウンロードするか、電
　話などでお問い合わせください。
問い合わせ先　市観光協会矢島支部（矢
　島総合支所産業課内）　☎５５―４９
　５３

演題１　 「地域で育てる子育て（パート
　１）」　
日時　６月22日㈬　13時半～15時半
会場　カダーレ　ギャラリー１
演題２　「地域で育てる子育て（パート
　２）」　
日時　７月20日㈬　13時半～15時半
会場　カダーレ　ギャラリー３
講師　秋田大学大学院医学部保健学科　
　　　佐々木久長准教授
資料代　各３００円（中・高校生は無料）
※申し込み不要。託児あり。
問い合わせ先　子育てサポートグループ
　まんま　東海林さん　☎２２―１７０
　５

　がんになった方でないと分からない気
持ちや体の変化を病院の外で語り合いま
せんか？　ひとりで悩まず気軽にご参加
ください。
開催日　６月26日㈰　10時～正午
会場　鶴舞温泉　第1研修室
対象　がん経験者やその家族など
参加料　１００円（申し込み不要）
問い合わせ先　由利組合総合病院　がん
　相談支援センター　☎２７―１２００

日時　７月２日㈯　９時15分～正午
会場　カダーレ
内容　本荘地域保育園児による歌の発表、
　保育士のダンス、ゲストによる歌あそ
　びのほか、親子で楽しめるコーナーな
　ど
問い合わせ先　本荘地区保育園連絡協議
　会事務局（石脇東保育園内）　☎２２―
　４１８３

日時　６月19日㈰　正午～（開場11時）
会場　カダーレ　大ホール　
チケット　１０００円（協会会員、カダー
　レ内 「ゆりぷらざ売店」で販売）　
内容　協会加盟の６団体会員（45演目）
　の新舞踊および民謡踊り
問い合わせ先　事務局　藤原さん　☎２
　３―３４０３

日時　６月６日㈪　10時半～正午
会場　本荘中央児童館
内容　 「かわいいアップリケのがま口
　ポーチ」を作ります。
定員　12組（先着順）
参加料　３００円
対象　未就園児とその母親
申し込み・問い合わせ先　本荘中央児童
　館　☎２２―３４８９

夏の鳥海登山を
　　　　　楽しもう‼
 『２０１６鳥海山
　　　　矢島口遊登山』

第28回本荘地区保育園
こどもフェスティバル

㈪
／６ 6 本荘中央児童館行事

 「ママと作ろう!」

市新舞踊協会創立５周年記念
　　　　　　新舞踊発表会

地域支援講座
　「人と人のつながりを
　　　　　　　　　考える」

第２回
 「がん経験者の集い」
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 「生涯学習教室ので紹介」
日時　６月17日㈮　14時～15時
会場　カダーレ２階　研修室２
講師　生涯学習課職員
定員　20人
参加料　無料（要申し込み）
申し込み・問い合わせ先
　中央図書館　☎２２－４９００

あなたの近くに伺います！
今月の移動図書館

　中央図書館から小説・料理・手芸・趣味
 ・絵本など小さいお子さんから大人まで楽
しめる本を揃えて図書館が出張します。
じねご図書館（笹子出張所）
日時　６月４日㈯　13時～16時
本荘第一病院８階ラウンジ
日時　６月24日㈮　13時～16時  　

月月５施設の催事案内施設の催事案内５施設の催事案内
㋕カダーレ  ㊥中央公民館  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル総

１ 水
２ 木

３ 金

４ 土

５ 日

６ 月
７ 火
８ 水

由利耕心大学　10時～15時　㋛

シルバーカレッジ「鳳山学園」　初夏の移動研修　９時～16時　㊥

地域支援講座「人と人とのつながりを考える」（佐々木久長先生）　13時半～15時半　資料代あり　㋕

映画「クレヨンしんちゃん　爆睡!ユメミーワールド大突撃」　10時10分～　入場料あり　㋕
本荘地区ソフトボール大会（本荘北中・新山小グラウンド）　８時半～　㊥
アクアパルカヌー教室　13時半～15時　参加料あり　㋐
ライブコンサート「ハードセクション45」　14時～18時　㋐

ウチョウラン展示会（～26日）　９時～17時（24日13時から）　㋕
第５回キャノンフォトクラブ本荘写真展（～ 26日）　９時～17時（24日正午から、26日16時まで）　㋕
佐藤パステル画教室展（～26日）　９時半～16時（24日13時から、25日17時まで）　㋕

由利本荘市新舞踊協会創立５周年記念「新舞踊発表会」　正午～　入場料あり　㋕

水道週間講演会　13時半～　㋐

９ 木
10 金
11 土
12 日
13 月
14 火

勢至会書道展（～18日）　９時～17時（15日13時から、18日15時まで）　㋕15 水
16 木
17 金

18 土

19 日
20 月
21 火
22 水
23 木

24 金

25 土

26 日

27 月
28 火
29 水
30 木

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

本荘地域ミニチャレンジデーの日程（参加無料）
◇日時…20日㈪　８人制バレーボール、21日㈫　卓球、ミニテニス、22日㈬　ミニテニス、23日㈭　バスケット
ボール（予定・要電話確認）、24日㈮　バドミントン、25日　９人制バレーボール、ニュースポーツ　19時～
◇会場　尾崎小学校体育館　　問  …本荘教育学習課　　☎２２―２６７３

７

パッチワークキルト　エムハート作品展（～５日）　
　　　　　　10時～17時（３日13時から、５日16時まで）　㋕
大須賀勉絵画展（～５日）　10時～17時　㋕
全県総体ソフトボール競技開会式（荒天時使用）　14時～18時 総

ピアノリレー 2016（～５日）　９時半～16時（５日15時まで）　参加料あり　㋕
第50回全県選抜中学校バレーボール本荘大会　８時～18時 総

子吉川花いっぱい活動（花植え）　８時～９時　㋐
第17回全国小学生A BCバドミントン大会秋田県予選会　８時～18時 総

㋐　休館日

㋕　休館日

㋕　休館日

㋐　休館日

㋐　　　休館日総

㋐　　　休館日総

２日　第28回本荘地区保育園こどもフェスティバル　９時15分～正午　㋕
２日　第21回子吉川フェア　９時半～　㋐
３日　第67回県民体育大会銃剣道競技会　８時～13時
３日　全日本吹奏楽コンクール第58回秋田県中央地区大会　入場料あり　㋕
９日　全日本吹奏楽コンクール第58回秋田県中央地区大会　入場料あり　㋕

総

映画「家族はつらいよ」　14時半～　入場料あり　㋕
全日本小学生バレーボール大会秋田県大会（～26日）　８時～18時
ボート初心者講習会　13時～16時　㋐

総

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～15時半　㋕
ハーモニカミニコンサート　13時半～14時半　㋕
本荘由利中学校総合体育大会バレーボール大会（～19日）　８時～ 17時 総

第10回東北オープン卓球選手権大会　８時～19時 総

剣道練成会　８時～17時 総

㈬
／７ 6

㈰
／６ １９

日時　７月６日㈬　10時～11時半
会場　市総合体育館
種目　フライングディスク・ボッチャ
対象者　市在住の身体・知的・精神障が
　い者の方（参加無料）
※申し込み方法など、詳しくはお問い合
　わせください。
申し込み・問い合わせ先　６月29日㈬ま
　で、市福祉事務所　☎２４―６３１４、
　ＦＡＸ２４―０４８０、市社会福祉協
　議会本所　☎２３―５５１９、 ＦＡＸ２
　３―５５２９

日時　６月19日㈰　８時～
　 （受け付け７時半～）
会場　鳥海山百宅登山口
　 （大清水園地キャンプ場）
内容　安全祈願・記念登山
持ち物　昼食・飲料水・雨具など
　登山できる服装
参加料　１０００円（神事のみ参加およ
　び小学生以下は無料）
※鳥海総合支所から会場までの送迎バス
　を運行します。（要予約･先着20人）
申し込み・問い合わせ先　６月13日㈪ま
　で、観光協会鳥海支部（鳥海総合支所
　産業課内）　☎５７―２２０５

障害者
スポーツ教室

鳥海山百宅口山開き



　引き馬・乗馬体験やえさやり体験を楽
しみましょう。
日時　６月11日㈯　10時～11時20分
会場　ゆり高原ホースパーク（現地集
　合・現地解散）
参加料　無料
定員　10人（先着順）
　※事前申込が必要です。
問い合わせ先　ＮＰＯ法人由利本荘にか
　ほ市民が健康を守る会　☎２３―４４
　８８

日時　６月26日㈰　13時半～ 15時
集合場所　アクアパル
対象　小学３年以上（小学生保護者同伴）
定員　15人（先着順）
参加料　５００円（保険料）
持ち物　タオル、着替え
申し込み・問い合わせ先　６月24日㈮ま
　で、アクアパル　☎２２―５６１１

日時　６月18日㈯　13時半～ 14時半
集合場所　カダーレ　市民活動室
入場料　無料（申し込み不要）
問い合わせ先　本荘ハーモニカクラブ　
　高橋さん　☎７３―３６６５
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大井　楓花ちゃん（佑磨さん）石脇

畑中　奏摩ちゃん（智一さん）大鍬町

三浦　一晟ちゃん（  中  さん）大鍬町

鈴木　志侑ちゃん（  昭  さん）万願寺

工藤　桜音ちゃん（  資  さん）下川原中島

佐藤　　匠ちゃん（智之さん）万願寺

<４月28日～５月15日受け付け分>

ふう  か

そう  ま

いっせい

  しゅう

  お　と

　  たくみ

亀山　悠佳ちゃん（孔明さん）東梵天

野辺　　樹ちゃん（康広さん）石脇

長谷川　想ちゃん（  俊  さん）後町

野村　美綾ちゃん（  健  さん）石脇

牧野　柊真ちゃん（剛大さん）石脇

長谷川結花ちゃん（公人さん）東鮎川

はる  か

　 いつき

　　そう

  み  あや

とう  ま

ゆい  か

三浦　晄叶ちゃん（  晃  さん）土倉

畠山　煌琉ちゃん（明彦さん）東由利宿

佐々木宗也ちゃん（信也さん）西目町海士剝

茂木　みこちゃん（  剛  さん）西目町沼田

栁橋　咲来ちゃん（欣弥さん）西目町出戸

佐藤　俊貴ちゃん（俊朗さん）鳥海町中直根

あき  と

 き　ら

そう  や

さく  ら

としたか

こんにちは赤ちゃん事業こんにちは赤ちゃん事業こんにちは赤ちゃん事業
　　児童福祉法（厚生労働省所管）に基づき、全国で実施されている事業です。
生後４カ月までの赤ちゃんのいる家庭を訪問し、育児などの不安や相談に応
じます。
　市では生後２カ月頃をめどに、赤ちゃんのいる全ての家庭を保健師や看護
師が訪問し、身体計測、乳幼児健診や予防接種の受け方の説明を行うほか、
子育ての心配事についてアドバイスをしています。

※他市町村から本市に里帰り中の方へも対応していますので、
　健康管理課までご連絡ください。 ☎２２－１８３４

㈯
／６ １１

㈯
／７ 2

㈰
／６ 5 ㈰

／６ ２６

㈯
／６ １８

㈮
／６ １７

　中高年の方に人気のパークゴルフを通
じて健康について考える、「パークゴル
フでいきいき健康講座」を開催します。
日時　６月17日㈮　10時～（受け付け９
　時～）
会場　有鄰館
講師　本荘第一病院　理学療法士　笹森
　隆太さん
問い合わせ先　八塩グランドチャンピオ
　ンシリーズ実行委員会（東由利総合支
　所産業課内）　☎６９―２１１６

　出店やイベントが盛りだくさん。県内
外から旬の野菜や海産物、工芸品、飲食
が大集合します。
日時　６月５日㈰　９時～13時半
会場　道の駅東由利
内容　①オープニング一斉クラッカー
　（８時20分クラッカー配布・９時開始
　先着200人）、 ②モウ太くんとゆりべこ
　ちゃんがやってくる!写真撮影会
　（10時～）、 ③第１回全県早苗投げ大会
　（受け付け10時～・開始11時～・先着
　30人）
問い合わせ先　黄桜の里ひがしゆり活性
　化委員会（東由利ショッピングプラザ
　ぷれっそ内）　☎６９―３２６６

　４人１組のチームで、由利本荘市の町
内会単位での出場チームを募集中!
　町内会の親睦を図る上でも最適です。
ぜひ、町内会行事の一環として、参加し
てみませんか？
日時　７月２日㈯　８時半～14時
会場　八塩いこいの森　八塩パークゴル
　フ場
参加資格　原則、本市の町内会構成員で
　の出場とする。
チーム構成　１チーム４人とし、女性を
　１人入れること。（全員男性でも参
　加できますが、表彰の対象になりま
　せん）
競技方法　４人のトータルスコアを560
　に近づけたチームを上位とする。
募集チーム数　60チーム（多数時抽選）
参加料　１人１０００円（プレー代、保
　険料、賞品代含む）
申し込み・問い合わせ先　６月20日㈪ま
　で、八塩グランドチャンピオンシリー
　ズ実行委員会（東由利総合支所産業課
　内）　☎６９―２１１６

パークゴルフで
いきいき健康講座

県内最大級!
黄桜の里軽トラ市

お馬さんに親しもう
 「ホースセラピー向夏編」

アクアパルカヌー教室

ハーモニカ
ミニコンサート

第２回市民交流
パークゴルフ大会
出場チームを募集!

　 「歌仙」とは、連歌・俳諧の形式の一
つで、五七五の長句と七七の短句を互い
違いに組み合わせ、一巻三十六句の連句
を作るものです。芭蕉の歩いた道を辿り、
詠み上げる歌仙を、即興で披露します。
日時　６月19日㈰　11時～13時（開場
　10時）
会場　矢島コミュニティセンター　日新館
講師　作家　辻原登さん、歌人　永田和
　宏さん、俳人　長谷川櫂 さん
問い合わせ先　矢島教育学習課　☎５６
　―２２０４

日時　７月２日㈯ 　９時～（受け付け８
　時半から） ※荒天・増水時は９日㈯
会場　宮内左岸河川敷～飛鳥大橋左岸上
　流広場
参加料　１０００円（保険料含む）
◎参加資格など詳しくは、問い合わせく
　ださい。
申し込み・問い合わせ先　６月17日㈮ま
　で大会実行委員会事務局（長田建設㈱
　内）早川さん
　☎２２―０７
　２２
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清野ミユキさん

木村　ミツさん

佐藤　ハマさん

佐々木一男さん

佐藤　正平さん

茂木　久三さん

矢野　雄逸さん

今野　誠一さん

佐々木金一さん

宮本　トキさん

木内　喜夫さん

齊藤　節子さん

（松ヶ崎・95歳）

（大鍬町・80歳）

（矢島町坂之下・84歳）

（矢島町川辺・74歳）

（矢島町七日町・66歳）

（矢島町坂之下・96歳）

（岩城亀田愛宕町・83歳）

（岩城亀田亀田町・76歳）

（岩城勝手・90歳）

（岩城内道川・96歳）

（東鮎川・93歳）

（曲沢・79歳）

熊谷　ミヨさん

佐藤　カネさん

佐々木俊英さん

　地　　　さん

　地トシヱさん

小松　ハルさん

畑山　修二さん

柴田ミヲ子さん

髙橋　忠助さん

畑山　吉光さん

横山　敏雄さん

宝池チヨセさん

（前郷・96歳）

（黒沢・86歳）

（葛岡・53歳）

（岩野目沢・86歳）

（中田代・87歳）

（東由利老方・95歳）

（東由利舘合・83歳）

（東由利田代・85歳）

（東由利舘合・96歳）

（東由利舘合・93歳）

（東由利黒渕・79歳）

（西目町海士剝・85歳）

髙橋　　昻さん

熊谷　正三さん

齋藤　キノさん

三浦　ミヱさん

高橋松之助さん

太田　文一さん

（西目町沼田・79歳）

（西目町沼田・102歳）

（西目町出戸・90歳）

（西目町沼田・75歳）

（鳥海町下笹子・85歳）

（鳥海町上笹子・91歳）

佐藤ハルミさん

伊東　　要さん

小松カメヨさん

阿部　安昭さん

髙橋　次雄さん

金　　ミキさん

磯田ユキ子さん

清水川アイ子さん

畠山タケヨさん

鈴木　貞子さん

栁田　サキさん

齊藤　二郎さん

（一番堰・98歳）

（藤崎・53歳）

（山内・83歳）

（石脇・69歳）

（石脇・59歳）

（松ヶ崎・70歳）

（小人町・88歳）

（中竪町・84歳）

（鮎瀬・102歳）

（本田仲町・87歳）

（芦川・85歳）

（内越・88歳）

<４月28日～５月15日受け付け分>
 「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

㈯
／７ 2

㈰
／６ １９ 斯界の三大巨頭来たる‼

 「歌仙　短夜の雨の巻」 

人形劇を行う伊藤さん夫妻。右から
伊藤典子さん、代表を務める晃さん
（石脇の稽古場で）

 「第27回子吉川
いかだ下り大会」
出場してみませんか？

①
県
内
外
で
活
躍
す
る
人
形
劇
団
ク

ス
ク
ス
の
作
品
「
か
さ
じ
ぞ
う
」
が

児
童
健
全
育
成
推
進
財
団
が
選
ぶ
本

年
度
の
児
童
福
祉
文
化
賞
・
舞
台
芸

術
部
門
に
輝
き
ま
し
た
。

②
石
脇
の
阿
部
道
場
・
本
荘
ラ
ッ

シ
ュ
サ
ン
ズ
の
３
人
が
４
月
29
日
・

30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
33
回
北
日
本

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

で
各
部
門
に
入
賞
し
ま
し
た
。

③
大
内
中
科
学
部
の
研
究
「
ビ
ン
か

ら
出
る
ト
ク
ト
ク
音
の
原
因
と
そ
の

変
化
に
つ
い
て
の
考
察
」
が
日
本
物

理
学
会
第
12
回
Jr.
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

④
小
川
拓
さ
ん
が
４
月
２
日
に
開
催

さ
れ
た
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
＆
Ｋ
．Ｏ
第
31
回

空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
６
年
生
男

子
の
部
で
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
・
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

①①

右から２位細谷航大さん（本荘北中３
年）、２位五十嵐慧さん（新山小１年）、
１位細谷彩花さん（本荘北中１年）

②②

右から小林龍星さん（大内中３年）、
佐々木優太さん（由利工高２年・
元大内中科学部）

③③

 「小学校最後の大会で入賞できて
うれしかったです」と話す小川
拓さん（現本荘北中１年・赤田）

④④



・６日以上（標準的には６～28日）の間隔をおいて２回接種
・２回目接種からおおむね１年後に３回目を接種
・４回目（２期）は９歳以上で接種し、３回目から６日以上あける
・２回目と３回目を６日以上の間隔をあけて接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目から６日以上あける
・３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目から６日以上あける
・４回目は９歳以上で接種し、３回目から６日以上あける
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　平成17年度より中断されていた「日本脳炎予防接種」が、平成22年４月から再開
され、定期予防接種（努力義務あり）となっています。
　基礎免疫をつけるためには、接種済みの回数を含めて合計４回の接種が必要です。
　下記対象の方で規定回数の接種が未完了の方は、早めの接種をお願いします。

日本脳炎予防接種のお知らせ

【平成８年６月２日～平成19年４月１日生まれの方】
　接種可能期間：20歳未満まで無料で接種できます。
　接種方法：別表１のスケジュールを確認してください。
　予診票：厚生労働省指示のもと順次発送していますが、
　　　　　接種可能な方は窓口での発行も可能です。

◇別表１
接種歴

全く受けていない

１回接種済

２回接種済

３回接種済

その後の接種方法

【平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれの方】
　接種可能期間：９歳～13歳未満で１期未接種分から２期まで計４回分を接種できます。
　接種方法：別表１のスケジュールを確認してください。
　予診票：９歳の誕生月末に予診票２期分（１枚）を発送します。

３～４歳未満で６～28日の
間隔をあけて２回接種 １期初回は６日以上の間隔で

あれば可。また、７歳６カ月
未満は無料で接種可。２回目の接種終了後

おおむね１年後の接種
９歳～10歳未満で接種 13歳未満は無料で接種可。

◇別表２

※予診票がない方は健康管理課または各市民福祉課窓口で発行しますので、
　母子手帳をご持参ください。来所できない方は電話でご相談ください。

回　数
１回目
２回目１期初回

１期追加

２　期

標準的接種年齢・間隔 標準で接種できなかった場合

【平成21年10月２日～生まれの方】
　通常のスケジュール（別表２）で接種してください。

　近年、デング熱やジカ熱、
日本脳炎等、蚊を原因とする
感染症が注視されています。
　受験や就職の際、感染症の
広がりを予防するために、学
校や企業で接種歴を確認する
例もあります。
　他の予防接種も含め、今一
度、接種状況の確認をお願い
します。

６月
献血日程

ご協力
ください

３日（金）9:00 ～ 11:30
磐田電工（株）秋田工場

９日（木）9:30 ～ 10:30
ＴＤＫ由利本荘（株）本荘

９日（木）12:30 ～ 16:00
秋田県立大学本荘キャンパス

10日（金）9:30 ～ 11:30
大蔵館（大沼組協力会）

10日（金）13:30 ～ 14:00
大東精機（株）

10日（金）15:00 ～ 16:00
東由利総合支所

25日（土）10:00 ～ 11:30、
　　　　　13:00 ～ 16:00
イオンスーパーセンター本荘店

※

原
則
と
し
て
、
４
０
０
ml
全
血
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▶▶催し・各種日程
◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽に参加できます
開催日　６月21日（火）
内容・時間　健康相談・血圧測定（９
　時半～10時）、無理なくできる元気
　アップ体操（10時～11時）
会場　ぱいんすぱ新山　大広間
※参加の際はタオルをお持ちください

■声かけボランティア養成講座
　高齢者を対象としたサロンの開設や悩
みの傾聴など、お住まいの地域で自殺予
防活動に積極的に取り組んでいただける
方をお待ちしています（定員40人）
開催日　①６月24日（金）、  ②８月１
　日（月）、  ③８月10日（水）、  ④９月
　16日（金）　※原則として全回参加
時間　13時半～15時半
会場　本荘保健センター
申込　６月21日（火）まで健康管理課へ

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話しできます
開催日　６月23日（木）
相談時間　10時～10時45分、11時～
　11時45分、13時半～14時15分
　※相談時間は１人45分です
　※相談は予約制で１日３人までです
会場　本荘保健センター
申込　６月16日（木）まで健康管理課へ

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを経験した方やその家族、関心
のある方のためのサロンです
開催日　６月21日（火）
内容・時間　放射線技師による学習会
　（11時～11時半）、茶話会・パステ
　ル和アート（13時～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支援
　センター（１階新患受付向かい）
問　由利組合総合病院がん相談支援
　センター　☎２７－１２００
※病院の外で集まる「がん経験者の集
　い」もあります。 20㌻をご覧くださ
　い

■マタニティ教室
　妊婦やその家族の方向けの教室です
開催日　６月25日（土）
時間　受付：９時～ 9時20分
　　　終了：11時半頃
内容　講義と実習「沐浴について」
会場　本荘保健センター
講師　由利組合総合病院　助産師
申込　６月24日（金）まで健康管理課へ
※参加の際は、母子健康手帳と筆記用具 
　をお持ちください

【持ち物】保険証、お薬手帳
　　本荘由利広域休日応急診療 
　　所（☎24－3917）、平日は健
　　康管理課（☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合があります

６月の診療日と予定当番医師

内科・小児科

休日応急診療所
診療時間：10時～16時

（受付時間：15時30分まで）

５日㈰　 小松　徳彌
12日㈰　 佐藤　省子
19日㈰　 嵯峨　泰治
26日㈰　 村田　誠

問
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「健康チェック」参加者募集
　健康管理課では、市民の健康寿命の延伸を目的
に運動トレーニングの効果を検証します。ご自身の
「健康状態」や「認知機能」が確認できるよい機会
です。参加は無料。ぜひご協力をお願いします。

 「健康チェック」の内容
●歩行による体力測定
●身長・体重・体脂肪率・血圧の計測
●血液検査による血糖・脂質・貧血・
　肝機能等の診断
●記憶力・運動反応検査（認知機能）

 【募集の概要】
対象：40歳以上の方で、 ①・②の両方に
　　　参加できる方
募集人数：20人
日時： ①６月20日（月）８時半～12時半
　　　②12月（詳細は後日お知らせ）
会場：岩谷体育館（大内総合支所隣）
申込：６月１日（水）～６月７日（火）
　　　健康管理課へ（土日は除く）

※信州大学大学院スポーツ医科学講座との共同研究です。

乳がん検診、子宮がん・
　婦人科超音波検診の申込みについて

　受診を希望される方は、６月６日（月）～６月10日（金）の期
間に、健康管理課に電話でお申し込みください。受診方法は
①と②のいずれかです。
①本荘地域集団方式
　検診日時と会場が以下のとおり決まっています。

②個別医療機関方式
　下記の市内指定医療機関で、７月～12月の期間内に、個人の
　都合に合わせて受診できる方法です。
　※予約が必要な医療機関あり
　【乳がん検診】
　佐藤病院・本荘第一病院
　【子宮がん・婦人科超音波検診】
　佐藤病院・本荘第一病院・佐々木産婦人科医院・しぶやこまち
　クリニック

由利組合
総合病院

８月19日（金）
８月22日（月）
８月26日（金）
８月29日（月）

本荘保健
センター

10月５日（水）
10月７日（金）
10月12日（水）
10月14日（金）

検 診 日 会　場 検 診 日 会　場

!

※いずれの日も12時半～13時受け付け



思えば、遠くへF rom afar
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市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
、
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

　

定
年
退
職
を
機
に
、
昨
年
春
に
東

由
利
地
域
に
移
り
住
ん
だ
大
坂
さ
ん

夫
妻
。
移
住
か
ら
約
１
年
た
っ
た
今
、

二
人
は
「
東
由
利
と
い
う
選
択
に
間

違
い
は
な
か
っ
た
」
と
声
を
そ
ろ
え
、

毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

夫
妻
は
移
住
前
、
日
出
雄
さ
ん
の

仕
事
の
都
合
で
東
北
各
地
を
転
々
と

し
て
き
ま
し
た
。
と
も
に
県
内
出
身

で
「
定
年
後
は
秋
田
に
戻
っ
て
夫
婦

で
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
決
め

て
い
た
た
め
、
各
地
の
空
き
家
を
見

て
回
っ
た
そ
う
で
す
。
当
初
の
候
補

地
は
角
館
や
田
沢
湖
周
辺
で
し
た
が
、

東
由
利
に
来
て
気
持
ち
が
一
変
。
景

色
や
眺
め
の
良
さ
に
ほ
れ
込
み
、
移

住
へ
の
意
志
を
固
め
ま
し
た
。

　

二
人
は
実
際
に
住
ん
で
み
て
、
水

や
食
べ
物
の
お
い
し
さ
、
裏
山
の
桜

や
紅
葉
の
美
し
さ
、
地
域
住
民
の
人

柄
の
良
さ
な
ど
、
お
気
に
入
り
の
ポ

イ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
増
え
た
と
話
し

ま
す
。「
閉
鎖
的
な
所
だ
な
ん
て
最

初
は
言
わ
れ
た
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
で
す
よ
」
と
真
理
子
さ
ん
。

初
め
て
の
農
作
業
に
苦
戦
す
る
姿
を

見
か
ね
て
、
周
り
の
人
が
い
つ
も
声

を
か
け
て
く
れ
る
と
言
い
ま
す
。
日

出
雄
さ
ん
も
「
土
が
固
ま
っ
て
な
か

な
か
掘
り
起
こ
せ
な
か
っ
た
畑
も
近

所
の
人
が
ト
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
て
耕

し
て
く
れ
た
。
本
当
に
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
今
や
ご
近

所
さ
ん
と
は
、
一
日
顔
を
合
わ
せ
な

い
と
心
配
に
な
る
く
ら
い
の
間
柄
に

な
り
ま
し
た
。

　

二
人
は
今
年
４
月
に
直
売
所
「
産

直
や
し
お
」
を
オ
ー
プ
ン
。
周
り
の

農
家
の
協
力
を
得
て
、
新
鮮
な
山
菜

や
野
菜
、
卵
や
加
工
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
直
売
所
の
建
物
内
に

は
、「
茶
っ
こ
飲
み
場
」も
完
備
。「
長

靴
の
ま
ま
入
っ
て
き
て
気
軽
に
話
せ

る
場
に
し
た
く
て
」
と
、
地
域
の
交

流
の
場
に
も
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
夫
妻
は
、
６
月
か
ら
農
家

民
宿
も
始
め
ま
す
。
す
で
に
予
約
も

入
っ
て
い
て
休
ま
る
暇
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
で
も
毎
日
が
新
鮮
で
楽

し
い
と
笑
顔
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
聞

く
と
「
皆
さ
ん
が
価
値
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
も
の
に
も
、
全
部
価
値

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
人
が

食
べ
き
れ
ず
に
い
た
野
菜
も
直
売
所

で
売
れ
ば
価
値
に
な
る
し
、
稲
刈
り

後
の
わ
ら
や
も
み
殻
も
土
作
り
な
ど

に
使
え
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
気

付
く
と
面
白
い
と
思
い
ま
す
よ
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
坂
さ
ん
夫
妻
は
ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
を
模
索
中
。
農
家
民
宿
で

は
、
自
分
た
ち
が
魅
力
的
だ
と
思
っ

た
田
植
え
や
ド
ジ
ョ
ウ
捕
り
、
蛍
狩

り
な
ど
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

明
る
く
活
動
的
な
二
人
は
、
東
由

利
の
魅
力
を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、

地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
い
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

話題の取り組み、注目の人Attractive People
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クイズの答え　Q1→３　Q3→１

道の駅にしめ
“瓦焼き” はじめました

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ちょっとひといき・・・

まち散歩
 ・味めぐり
まち散歩
 ・味めぐり ２２

!

田中　昭子さん
佐々木めぐみさん
鎌田　俊夫さん
渡辺美智子さん
畑山津美子さん

（本荘地域）
（本荘地域）
（岩城地域）
（由利地域）
（東由利地域）

と
い
え
ば
、「
報
恩
謝
徳
」

と
い
う
熟
語
が
あ
り
ま
す
。

受
け
た
恵
み
や
恩
に
報
い
よ
う
と

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
こ

れ
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

じ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
最
近

特
に
思
っ
て
い
ま
す
。
人
の

思
い
を
感
じ
な
が
ら
接
し
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
紙
面
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

を
い
た
だ
い
た
方
の
お
話
を

聞
く
機
会
が
多
い
広
報
課
の

仕
事
。
受
賞
ま
で
の
苦
労
話
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
仕
事
の
励
み

に
し
て
い
ま
す
。

け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
芸
能

は
価
値
あ
る
「
由
利
本
荘
ブ

ラ
ン
ド
」
の
一
つ
。「
古
典
」
に

光
を
当
て
る
伝
習
拠
点
施
設
で
、

若
い
人
が
躍
動
し
て
ほ
し
い
。

謝感賞受

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

黄
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
で


